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　　指導用教科書

　　使い方・Web サポート等案内冊子

● 教科書本体の見開きページの縮刷版をもとに構成した、教科書と同じ AB 判サイズの指導資料です。

⬇教科書 p.32-33 に対応したページの例

● 指導用教科書の使い方と、Web サポートのコンテンツを紹介する冊子です。
● 指導用教科書に何が書かれているか、どのように使えばよいかを紹介しています。
● 指導書 Web サポートに収録しているコンテンツの概要と、帝国書院ウェブサイトから Web サポー 　 　 
 　トを利用するためのアクセスキーを掲載しています。

1

2

内 容

　●指導資料Webサポートコンテンツ付
高校生の公共

5

10

15

20

　　　　　　　　　　今、私たちの生きる社会は、公正だといえるだろうか。

「運も実力のうち」ということわざがあるが、自分を取り

巻く環
かん
境
きょう
はどこまで公正であるべきだろうか。

　人々は公正さを欠いた社会を正しくない状態だと考え、すべての人が平等

な関係で結ばれる社会の実現のために格
かく
闘
とう
してきた。特に17世紀以降、ヨー

ロッパでは、理性に基
もと
づき人を教え導こうという啓

けい
蒙
もう
運動が展開された。こ

の結果、人は生まれながらに平等であるという普
ふ
遍
へん
的な価値観が生まれた。

　　　　　　　　　　20世紀前半には自民族を優
すぐ
れたものとし、自民族を

中心とした社会を形成する動きが世界中で強まった。　

　ドイツではユダヤ人や障がいのある人などを絶
ぜつ
滅
めつ
させようとした過激な全

体主義（ナチズム）が誕生し、みずからとは異なる者を平等の対象とはみなさ

ず、暴力によって彼
かれ
らの声や存在を消去しようとした。

　ナチズムに追われてアメリカに亡命したホルクハイマーやアドルノは、全

体主義の原因が、感情や人間性などを軽視する行き過ぎた理性にあるとし、

啓蒙の欠点を強調した。同じく亡命したアーレントは、命令に従うままナチ

ズムを支えた無責任な官
かん
僚
りょう
であるアイヒマンの裁判を傍

ぼう
聴
ちょう
し、彼は思考が不

足していたと批判した。また誰
だれ
しもがナチズムの支持者になりうると警

けい
鐘
しょう
を

鳴らし、それを自分と無関係なものとして忘れ去ってしまうことは許されな

いとしたのである。そしてこの悲劇を繰
く
り返さないために、古代ギリシアに

みられた、多様な人々が対話できる公共的な空間が必要だと考えた。

公正な社会とは

2

1

p.28、46

平等と公正を
めぐる現代の議論

WORD p.43

（1895〜1973） （1903〜69）

2

p.43 p.94

1

p.28

他者と共に生きる倫理4 私たちは、格差を是
ぜ

正
せい

しよりよい社会をつくるうえで、
どのようなことを意識すればよいのだろうか。

学習
課題

　今日の社会で重視されることの多い学歴や職業、所得といった社会的地位は、
果たして本人の努力のみによって築かれたものなのだろうか。例えば、独学で必
死に勉強したが成果が出ない漫

まん
画
が
家Ａと、幼少期からお金をかけて絵画やシナリ

オの知識や技術を身につけ成功した漫画家Ｂがいたとした場合、ＡはＢに比べて
努力が劣

おと
っていたといえるだろうか。

読み
解き

社会的な成功を収めることにおいて、社会や家庭環
かん

境
きょう

は、どの程度影
えい

響
きょう

すると考えられるだろうか。

「社会的な成功には環境より努力のほうが強く影響する」という意見について

・よい環
かん
境
きょう
でも本人の努力がなければ成

果は得られないため、努力のほうが強
く影
えい
響
きょう
する。

・受験などは得点で合否を決める公正な
競争であるため、努力が成功に直結する。

・家庭環境などは、教育や経験の質に直
結するため、環境要因のほうが強く影
響する。
・試験や習い事など、努力するための環境
や機会は富める者に多く与

あた
えられる。

Ye
s No

1 論理的に思考し判断する能力である理性に
よって、人々を束

そく
縛
ばく
してきた伝統的な慣習や

制度を見直す啓
けい
蒙
もう
思想は、フランス革命など

社会制度の変革にも影
えい
響
きょう
を与
あた
えた（➡p.40）。

2 ホルクハイマーやアドルノに代表されるフ
ランクフルト学派は、特定の利益や目的のた
めに使われる理性を「道具的理性」として強く
批判した。

一つの政党が大衆を動員して政治権力を握
にぎ
り、

自国や自民族のみを美化しつつ、国家の利益を
最優先にする体制をいう。全体主義では、個人
の自由や人権は無視される。

全体主義WORD：

8　裁判を受けるアイヒマン（中央）（1961年）　
アーレントは、ユダヤ人を強制収容所に移送
し管理したアイヒマンの裁判を傍

ぼう
聴
ちょう
し、ナチ

スの凶
きょう
悪
あく
な犯罪は命令に従っただけの凡

ぼん
庸
よう
な

人間によって担
にな
われた（悪の陳

ちん

腐
ぷ

さ）と考えた。

1

成功するために環境はどれくらい重要か？  思考実験導入漫
まん
画
が
家Ａ 漫画家 B

32
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　その後、啓蒙や理性の意義を改めて問い直す動きも生まれた。ドイツの哲
てつ

学
がく
者ハーバマスは、ヨーロッパの近代にみられた、新聞というメディアを介

かい

したコーヒーハウスでの対話を参考に、他者と理性的に対話を交
か
わし合うこ

と（対話的理性）ができる公共的な空間を再構築しようとした。
　1960 年代になると人種差別を不正義と考える動きが生まれた。特にアメ

リカでは黒人の差別解消を目指した公民権運動が盛り上がり、他者との共生

が達成されるよりよい社会づくりに関する議論が広がった。アメリカの政治

哲学者ロールズは、各人がそれぞれの境
きょう
遇
ぐう
や経済力などの立場に縛

しば
られてい

るために、格差や不平等などの社会の不正義が生じると考えた。そして、自

分の置かれた立場を知ることができないように無知のベールをかぶせられた

人々がどのような社会を望むか、という思考実験を行い、社会のしくみには

公正性と平等性が求められるとする正義の二原理を提唱した。
　他方、インドの経済学者センは、子供と大人、障がいのある人と健常者と

では必要とするケアやサポートが違
ちが
うと考えた。そして、現実の暮らしのな

かで人々が何を必要として何ができるのかという概
がい
念
ねん
（ケイパビリティ）を提

起し、それらを満たし高めることで社会全体が幸福になっていくと唱えた。

　　　　　　　　　　このように、私たちが生きる公共的な空間をよりよく

するための考え方は、時代や地域を問わず多くの先人に

よって議論されてきた。先人たちの物事に対する視点や方法をヒントにしな

がら今日の社会の課題をとらえ、解決方法を考えていこう。

3

3

課題と
向き合うために

p.10

よりよい社会の形成に向けロー
ルズとセンは何が重要と考えた
か、それぞれ本文から探そう。

確 認

発展途
と
上
じょう
国にはどのような支

し
援
えん

が適切か、ケイパビリティの視
点を踏

ふ
まえて説明しよう。

説 明

3 所属する集団に共通する正義などの価値観
を尊重し、個人の善ではなく公共的な価値を
もつ共通善を重視するコミュニタリアニズム
（共同体主義）も注目されている。代表的な思
想家にマイケル ＝サンデル（1953〜）がいる。

思想家

アーレント（1906 ～ 75） ハーバマス（1929 ～） ロールズ（1921 ～ 2002） セン（1933 ～）

主著 『全体主義の起源』など 『公共性の構造転
てん
換
かん
』など 『正義論』など 『不平等の再検討』など

思想の
特
とく

徴
ちょう

ドイツ出身の哲
てつ
学
がく
者。ナチズムの迫

はく
害
がい

を受けた経験から、他人任せで社会に
無関心でいることが全体主義につなが
るとした。全体主義に陥

おちい
らないために、

人々が対等な立場で意見を言い合える
空間が必要であり、そこから外れたり
孤
こ
立
りつ
したりしないことが重要であると説

いた。

ドイツの哲学者でフランクフルト学派に
属する。「道具的理性」を批判する一方
で、近代を「未完のプロジェクト」として
擁
よう
護
ご
し、コミュニケーションに基

もと
づく合意

（対話的理性）を重視した。そのために
は、一定の理性と、支配関係がなく自
由に議論ができる空間が必要であると
した。

アメリカ出身の哲学者。1960年代の
公民権運動の経験から、すべての人の
自由と権利のために必要な正義の原理
（公正としての正義）を示し、社会にお
ける格差の是

ぜ
正
せい
のために、財の公正な

分配を主張した。著書『正義論』は、政
治哲学や経済学など、多方面に大きな
影
えい
響
きょう
を与
あた
えた。

インド出身の経済学者でアジア初の
ノーベル経済学賞を受賞した。インド
での経験を踏

ふ
まえて、貧

ひん
困
こん
解消や弱者

救済について経済学の視点で分
ぶん
析
せき
し

た。財の分配ではなく、「何ができるよ
うになるか」という潜

せん
在
ざい
能力（ケイパビリ

ティ）を広げることで、実質的平等（➡
p.58）が保障されるとした。

8　現代の主な思想家2

8　正義の二原理3

無知のベール
・各人は基本的な自由に対し
　て平等である（平等な自由）。

・全員に均等な機会が与えら
　れた公正な競争のうえで
　（公正な機会均等）、

・最も恵まれない人々の利益
　になる場合のみ、不平等は
　認められる（格差の是正）。

■第一原理

■第二原理

自分の置かれた
状況がわからない
じょうきょう

めぐ

ぜ せい

国籍は？国籍は？
こくせきこくせき

財産は？財産は？ 健康？健康？

第
1
部

　 2
章

33ここまでの学習を踏
ふ
まえて、章の問いに取り組もう。　➡ p.60「第 1部の振

ふ
り返り」振り返り
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　　　理性の光と影
　啓蒙思想が重んじる理性は平等の理念を生み出し、フラン
ス革命や近代立憲主義の基盤になった。その一方で、理性の
普遍性を信じて疑わず、異なる価値観をもつ他者に対する暴
力や差別といった、想像力を欠く側面も見受けられた。近代
西洋の理性は、人間理解の一つのアプローチにすぎないのだ
が、それを金科玉条のように考えることで、ある人々を「奴
隷」や「未開民族」と名付け、理性において劣るものととら
えてしまい、植民地主義的な収奪を正当化する論理として利
用された。このような行為こそ、理性的でないことに想像力
が及ばなかったのである。

　　　道具的理性
　マックス =ホルクハイマーとテオドール =アドルノは、亡
命先のカリフォルニアにおいて『啓蒙の弁証法』を書き、西
洋的な理性が他者を支配する手段としての道具と化し、文明
化を進めるはずの啓蒙が弁証法的にその反対物に転化するこ
とで、ナチズムという新しい野蛮をもたらしたと述べた。「啓
蒙が神話へと逆行していく原因は、ことさら逆行することを
目的として考え出された、国家主義的、異教的等々の近代的
神話のもとに求められるべきではなく、むしろ真理に直面す
る恐怖に立ちすくんでいる啓蒙そのもののうちに求められな
ければならない」（『啓蒙の弁証法』序文）。それは、理性と
啓蒙への徹底した批判であるが、徹底した批判を行う限りで、
理性と啓蒙を徹底的な崩壊から救うものでもあった。

解説

解説

　　　対話的理性
　ハーバマスは、ホルクハイマーやアドルノによる理性と啓
蒙への批判の後で、もう一度理性と啓蒙を立て直そうとした。
すなわち、「道具的理性」に対しては「対話的理性」を置き、
他者とのコミュニケーションによって構成される市民的な公
共領域（公共圏）を再構築しようとした。また、啓蒙�
としての西洋近代はナチズムという野蛮に堕したというより
も、十分にその理念を実現していない「未完のプロジェクト」
だとして、近代に備わっていた普遍的な諸価値（とりわけ公
正や正義という倫理）を擁護し直した。

　　　ロールズ
　ジョン =ロールズが主張する「公正としての正義」は、社
会的な基本財（自由・権利・機会・所得・富・自尊など）の公
正な配分を行うことで社会的な協力システムを実現するもの
である。それを支えるものとして、正義の二原理が提案され
た。欧米立憲民主主義の伝統に基づいた政治的リベラリズム
の立場からではあるが、不遇な人々の利益や幸福を考慮した、
公正かつ多元的な社会を目指した。

　　　ケイパビリティ
　アマルティア =センは、ロールズが考えている以上に多様
な人々が社会には存在するために、基本財ができるだけ公正
に配分されたとしても、その所有だけでは平等は達成されな
いので、とりわけ基本的なケイパビリティである移動・衣食
住・社会生活への参加といった能力はできるだけ平等にする
べきだと述べた。センは、特に障がいのある人の基本的なケ
イパビリティを実質的に平等にするような「社会的正義」の
議論を展開した。それは後に、「福祉」をケイパビリティの
指標化として考える方向にも向かった。また、このケイパビ
リティは個々人の生に根ざした「人間の安全保障」という概
念にも組み込まれ、人が不利益をこうむるリスクを避けなが
ら、「人間的発展」や「人権」を深化させ普遍化させていくた
めの、重要な構成要素となっている。

解説

解説

解説

（1）導入の活用
▶�身近な例（スポーツ選手、起業家など）を挙げ、
生徒の意見を引き出す。

（2）公正な社会の定義とその必要性を考えさせる
　　　　｢運も実力のうち｣という考え方をどう思うか。
▶�実際の社会問題（体験格差など）と関連づける。

（3）全体主義の危険性と対話の重要性を理解
　　　　自分の意見をもたないことのリスクとは。
▶�アイヒマン裁判の映像や証言を紹介し、具体的
なイメージをもたせ、�SNS などの現代の情報空
間との共通点を考えさせる。

（4）公正な社会制度のあり方について議論
　　　　無知のベールをかぶるとどうなるか。
▶�奨学金制度や福祉政策など身近な制度を例に挙げ、
生徒の考えを述べさせた後、資料3を用いて、無知
のベールをかぶるとどう考えが変化するかを確認する。

　　　　すべての人に同じ支援をすることは本当に
公平なのか。
▶�障がい者支援や福祉政策の例を挙げ、具体的な
イメージをもたせる。

（5）本時の振り返り
▶�環境と努力、公正と平等などの対立概念を振り
返り、学習課題に結びつける。

導入

展開
発問例

発問例

発問例

発問例

まとめ

□公正な社会とは
・�17 世紀以降のヨーロッパでは啓蒙運動が展開。
▶�人は生まれながらに平等であるという普遍的な価値観が生
まれた。

□平等と公正をめぐる現代の議論
・�ドイツでは、過激な全体主義（ナチズム）が誕生。
①ホルクハイマーやアドルノ
・�全体主義（ナチズム）の原因が行き過ぎた理性にあるとし、啓
蒙の欠点を強調。
②アーレント
・�ナチスの凶悪な犯罪は命令に従っただけの凡庸な人間によっ
て担われた（悪の陳腐さ）と考えた。
③ハーバマス
・�他者と理性的に対話を交わし合うこと（対話的理性）ができる
公共的な空間を再構築しようとした。
④ロールズ
・�無知のベールをかぶせられた人々がどのような社会を望むか
という思考実験を行い、正義の二原理を提唱。
⑤セン
・�現実の暮らしのなかで人々が何を必要として何ができるのか
という概念（ケイパビリティ）を提起。
□課題と向き合うために
・�先人の視点や方法をヒントに今日の課題を考える。

　社会的な成功には努力だけでなく、教育や経済的
環境が大きく影響する。公正な競争を実現するには、
機会の平等を保障する必要がある。

読み
解き

解答例
縮刷版の赤マーカー部分を参照。

　発展途上国への支援では、人々が自身の可能性を広
げ、自立した生活を送れるようにすることが重要であ
る。そのために、教育機会の提供や医療体制の整備を
進め、誰もが学び、健康を維持できる環境を整えるこ
とが求められる。また、地域ごとに異なる生活の基盤
を強化することで、持続的な発展を促すことができる。
〈A評価の視点〉
・�ケイパビリティの概念の観点から支援の目的を明確
にしているか。
・�具体的な支援の種類に触れ、それぞれが人々の能力
を高める点を説明しているか。
・�発展途上国の状況に応じた柔軟な支援（一律ではなく、
文化や地域性を考慮した支援）について言及しているか。

〈C評価への助言〉
・�｢どのような支援が人々の選択肢を増やすか｣ などの
視点が不足していないか。単なる善意ではなく、ケ
イパビリティの観点から議論しよう。
・�具体的な支援策の説明が不足していないか。例えば
｢教育が大事｣ と述べるだけでなく、どのような教育
機会が提供される必要があるのかを掘り下げよう。

確 認 解答例

説 明 解答例（B 評価）

　社会の格差を是正するには、すべての人が適切な
機会や支援を受けられるしくみが必要である。例え
ば、障がいのある人や経済的に厳しい環境にある人
が、自分の能力を発揮できるような教育や福祉の制
度を整えることが大切だ。また、多様な立場の人々
が意見を交わし、互いの状況を理解することで、公
正な社会のあり方を考え続けることが求められる。
〈考えるポイント〉
・�社会の格差を生む要因にはどのようなものがあるか。
・�すべての人が能力を発揮できる社会にするには何
が必要か。
・�互いの立場を理解するためにどんな工夫ができるか。
〈評価のポイント〉
・�社会の格差の原因を理解し、それを是正するため
のしくみを考えられているか。
・�多様な立場の人々による対話の重要性を意識し、
共生のための工夫を考えられているか。

学習
課題

解答例（B 評価）

授業の流れ 要点整理（板書例）

公共的な空間における人間としてのあり方・生き方

他者と共に生きる倫理4

第 1 部 2 章
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　　　　　　　　　　今、私たちの生きる社会は、公正だといえるだろうか。

「運も実力のうち」ということわざがあるが、自分を取り

巻く環
かん
境
きょう
はどこまで公正であるべきだろうか。

　人々は公正さを欠いた社会を正しくない状態だと考え、すべての人が平等

な関係で結ばれる社会の実現のために格
かく
闘
とう
してきた。特に17世紀以降、ヨー

ロッパでは、理性に基
もと
づき人を教え導こうという啓

けい
蒙
もう
運動が展開された。こ

の結果、人は生まれながらに平等であるという普
ふ
遍
へん
的な価値観が生まれた。

　　　　　　　　　　20世紀前半には自民族を優
すぐ
れたものとし、自民族を

中心とした社会を形成する動きが世界中で強まった。　

　ドイツではユダヤ人や障がいのある人などを絶
ぜつ
滅
めつ
させようとした過激な全

体主義（ナチズム）が誕生し、みずからとは異なる者を平等の対象とはみなさ
ず、暴力によって彼

かれ
らの声や存在を消去しようとした。

　ナチズムに追われてアメリカに亡命したホルクハイマーやアドルノは、全
体主義の原因が、感情や人間性などを軽視する行き過ぎた理性にあるとし、

啓蒙の欠点を強調した。同じく亡命したアーレントは、命令に従うままナチ
ズムを支えた無責任な官

かん
僚
りょう
であるアイヒマンの裁判を傍

ぼう
聴
ちょう
し、彼は思考が不

足していたと批判した。また誰
だれ
しもがナチズムの支持者になりうると警

けい
鐘
しょう
を

鳴らし、それを自分と無関係なものとして忘れ去ってしまうことは許されな

いとしたのである。そしてこの悲劇を繰
く
り返さないために、古代ギリシアに

みられた、多様な人々が対話できる公共的な空間が必要だと考えた。

公正な社会とは

2

1

p.28、46

平等と公正を
めぐる現代の議論

WORD p.43

（1895〜1973） （1903〜69）

2

p.43 p.94

1

p.28

他者と共に生きる倫理4 私たちは、格差を是
ぜ

正
せい

しよりよい社会をつくるうえで、
どのようなことを意識すればよいのだろうか。

学習
課題

　今日の社会で重視されることの多い学歴や職業、所得といった社会的地位は、
果たして本人の努力のみによって築かれたものなのだろうか。例えば、独学で必
死に勉強したが成果が出ない漫

まん
画
が
家Ａと、幼少期からお金をかけて絵画やシナリ

オの知識や技術を身につけ成功した漫画家Ｂがいたとした場合、ＡはＢに比べて
努力が劣

おと
っていたといえるだろうか。

読み
解き

社会的な成功を収めることにおいて、社会や家庭環
かん

境
きょう

は、どの程度影
えい

響
きょう

すると考えられるだろうか。

「社会的な成功には環境より努力のほうが強く影響する」という意見について

・よい環
かん
境
きょう
でも本人の努力がなければ成

果は得られないため、努力のほうが強
く影
えい
響
きょう
する。

・受験などは得点で合否を決める公正な
競争であるため、努力が成功に直結する。

・家庭環境などは、教育や経験の質に直
結するため、環境要因のほうが強く影
響する。
・試験や習い事など、努力するための環境
や機会は富める者に多く与

あた
えられる。

Ye
s No

1 論理的に思考し判断する能力である理性に
よって、人々を束

そく
縛
ばく
してきた伝統的な慣習や

制度を見直す啓
けい
蒙
もう
思想は、フランス革命など

社会制度の変革にも影
えい
響
きょう
を与
あた
えた（➡p.40）。

2 ホルクハイマーやアドルノに代表されるフ
ランクフルト学派は、特定の利益や目的のた
めに使われる理性を「道具的理性」として強く
批判した。

一つの政党が大衆を動員して政治権力を握
にぎ
り、

自国や自民族のみを美化しつつ、国家の利益を
最優先にする体制をいう。全体主義では、個人
の自由や人権は無視される。

全体主義WORD：

8　裁判を受けるアイヒマン（中央）（1961年）　
アーレントは、ユダヤ人を強制収容所に移送
し管理したアイヒマンの裁判を傍

ぼう
聴
ちょう
し、ナチ

スの凶
きょう
悪
あく
な犯罪は命令に従っただけの凡

ぼん
庸
よう
な

人間によって担
にな
われた（悪の陳

ちん

腐
ぷ

さ）と考えた。

1

成功するために環境はどれくらい重要か？  思考実験導入漫
まん
画
が
家Ａ 漫画家 B
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　その後、啓蒙や理性の意義を改めて問い直す動きも生まれた。ドイツの哲
てつ

学
がく
者ハーバマスは、ヨーロッパの近代にみられた、新聞というメディアを介

かい

したコーヒーハウスでの対話を参考に、他者と理性的に対話を交
か
わし合うこ

と（対話的理性）ができる公共的な空間を再構築しようとした。
　1960 年代になると人種差別を不正義と考える動きが生まれた。特にアメ

リカでは黒人の差別解消を目指した公民権運動が盛り上がり、他者との共生

が達成されるよりよい社会づくりに関する議論が広がった。アメリカの政治

哲学者ロールズは、各人がそれぞれの境
きょう
遇
ぐう
や経済力などの立場に縛

しば
られてい

るために、格差や不平等などの社会の不正義が生じると考えた。そして、自

分の置かれた立場を知ることができないように無知のベールをかぶせられた
人々がどのような社会を望むか、という思考実験を行い、社会のしくみには

公正性と平等性が求められるとする正義の二原理を提唱した。
　他方、インドの経済学者センは、子供と大人、障がいのある人と健常者と
では必要とするケアやサポートが違

ちが
うと考えた。そして、現実の暮らしのな

かで人々が何を必要として何ができるのかという概
がい
念
ねん
（ケイパビリティ）を提

起し、それらを満たし高めることで社会全体が幸福になっていくと唱えた。

　　　　　　　　　　このように、私たちが生きる公共的な空間をよりよく

するための考え方は、時代や地域を問わず多くの先人に

よって議論されてきた。先人たちの物事に対する視点や方法をヒントにしな

がら今日の社会の課題をとらえ、解決方法を考えていこう。

3

3

課題と
向き合うために

p.10

よりよい社会の形成に向けロー
ルズとセンは何が重要と考えた
か、それぞれ本文から探そう。

確 認

発展途
と
上
じょう
国にはどのような支

し
援
えん

が適切か、ケイパビリティの視
点を踏

ふ
まえて説明しよう。

説 明

3 所属する集団に共通する正義などの価値観
を尊重し、個人の善ではなく公共的な価値を
もつ共通善を重視するコミュニタリアニズム
（共同体主義）も注目されている。代表的な思
想家にマイケル ＝サンデル（1953〜）がいる。

思想家

アーレント（1906 ～ 75） ハーバマス（1929 ～） ロールズ（1921 ～ 2002） セン（1933 ～）

主著 『全体主義の起源』など 『公共性の構造転
てん
換
かん
』など 『正義論』など 『不平等の再検討』など

思想の
特
とく

徴
ちょう

ドイツ出身の哲
てつ
学
がく
者。ナチズムの迫

はく
害
がい

を受けた経験から、他人任せで社会に
無関心でいることが全体主義につなが
るとした。全体主義に陥

おちい
らないために、

人々が対等な立場で意見を言い合える
空間が必要であり、そこから外れたり
孤
こ
立
りつ
したりしないことが重要であると説

いた。

ドイツの哲学者でフランクフルト学派に
属する。「道具的理性」を批判する一方
で、近代を「未完のプロジェクト」として
擁
よう
護
ご
し、コミュニケーションに基

もと
づく合意

（対話的理性）を重視した。そのために
は、一定の理性と、支配関係がなく自
由に議論ができる空間が必要であると
した。

アメリカ出身の哲学者。1960年代の
公民権運動の経験から、すべての人の
自由と権利のために必要な正義の原理
（公正としての正義）を示し、社会にお
ける格差の是

ぜ
正
せい
のために、財の公正な

分配を主張した。著書『正義論』は、政
治哲学や経済学など、多方面に大きな
影
えい
響
きょう
を与
あた
えた。

インド出身の経済学者でアジア初の
ノーベル経済学賞を受賞した。インド
での経験を踏

ふ
まえて、貧

ひん
困
こん
解消や弱者

救済について経済学の視点で分
ぶん
析
せき
し

た。財の分配ではなく、「何ができるよ
うになるか」という潜

せん
在
ざい
能力（ケイパビリ

ティ）を広げることで、実質的平等（➡
p.58）が保障されるとした。

8　現代の主な思想家2

8　正義の二原理3

無知のベール
・各人は基本的な自由に対し
　て平等である（平等な自由）。

・全員に均等な機会が与えら
　れた公正な競争のうえで
　（公正な機会均等）、

・最も恵まれない人々の利益
　になる場合のみ、不平等は
　認められる（格差の是正）。

■第一原理

■第二原理

自分の置かれた
状況がわからない
じょうきょう

めぐ

ぜ せい

国籍は？国籍は？
こくせきこくせき

財産は？財産は？ 健康？健康？

第
1
部

　 2
章

33ここまでの学習を踏
ふ
まえて、章の問いに取り組もう。　➡ p.60「第 1部の振

ふ
り返り」

振り返り
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　　　理性の光と影
　啓蒙思想が重んじる理性は平等の理念を生み出し、フラン
ス革命や近代立憲主義の基盤になった。その一方で、理性の
普遍性を信じて疑わず、異なる価値観をもつ他者に対する暴
力や差別といった、想像力を欠く側面も見受けられた。近代
西洋の理性は、人間理解の一つのアプローチにすぎないのだ
が、それを金科玉条のように考えることで、ある人々を「奴
隷」や「未開民族」と名付け、理性において劣るものととら
えてしまい、植民地主義的な収奪を正当化する論理として利
用された。このような行為こそ、理性的でないことに想像力
が及ばなかったのである。

　　　道具的理性
　マックス =ホルクハイマーとテオドール =アドルノは、亡
命先のカリフォルニアにおいて『啓蒙の弁証法』を書き、西
洋的な理性が他者を支配する手段としての道具と化し、文明
化を進めるはずの啓蒙が弁証法的にその反対物に転化するこ
とで、ナチズムという新しい野蛮をもたらしたと述べた。「啓
蒙が神話へと逆行していく原因は、ことさら逆行することを
目的として考え出された、国家主義的、異教的等々の近代的
神話のもとに求められるべきではなく、むしろ真理に直面す
る恐怖に立ちすくんでいる啓蒙そのもののうちに求められな
ければならない」（『啓蒙の弁証法』序文）。それは、理性と
啓蒙への徹底した批判であるが、徹底した批判を行う限りで、
理性と啓蒙を徹底的な崩壊から救うものでもあった。

解説

解説

　　　対話的理性
　ハーバマスは、ホルクハイマーやアドルノによる理性と啓
蒙への批判の後で、もう一度理性と啓蒙を立て直そうとした。
すなわち、「道具的理性」に対しては「対話的理性」を置き、
他者とのコミュニケーションによって構成される市民的な公
共領域（公共圏）を再構築しようとした。また、啓蒙�
としての西洋近代はナチズムという野蛮に堕したというより
も、十分にその理念を実現していない「未完のプロジェクト」
だとして、近代に備わっていた普遍的な諸価値（とりわけ公
正や正義という倫理）を擁護し直した。

　　　ロールズ
　ジョン =ロールズが主張する「公正としての正義」は、社
会的な基本財（自由・権利・機会・所得・富・自尊など）の公
正な配分を行うことで社会的な協力システムを実現するもの
である。それを支えるものとして、正義の二原理が提案され
た。欧米立憲民主主義の伝統に基づいた政治的リベラリズム
の立場からではあるが、不遇な人々の利益や幸福を考慮した、
公正かつ多元的な社会を目指した。

　　　ケイパビリティ
　アマルティア =センは、ロールズが考えている以上に多様
な人々が社会には存在するために、基本財ができるだけ公正
に配分されたとしても、その所有だけでは平等は達成されな
いので、とりわけ基本的なケイパビリティである移動・衣食
住・社会生活への参加といった能力はできるだけ平等にする
べきだと述べた。センは、特に障がいのある人の基本的なケ
イパビリティを実質的に平等にするような「社会的正義」の
議論を展開した。それは後に、「福祉」をケイパビリティの
指標化として考える方向にも向かった。また、このケイパビ
リティは個々人の生に根ざした「人間の安全保障」という概
念にも組み込まれ、人が不利益をこうむるリスクを避けなが
ら、「人間的発展」や「人権」を深化させ普遍化させていくた
めの、重要な構成要素となっている。

解説

解説

解説

（1）導入の活用
▶�身近な例（スポーツ選手、起業家など）を挙げ、
生徒の意見を引き出す。

（2）公正な社会の定義とその必要性を考えさせる
　　　　｢運も実力のうち｣という考え方をどう思うか。
▶�実際の社会問題（体験格差など）と関連づける。

（3）全体主義の危険性と対話の重要性を理解
　　　　自分の意見をもたないことのリスクとは。
▶�アイヒマン裁判の映像や証言を紹介し、具体的
なイメージをもたせ、�SNS などの現代の情報空
間との共通点を考えさせる。

（4）公正な社会制度のあり方について議論
　　　　無知のベールをかぶるとどうなるか。
▶�奨学金制度や福祉政策など身近な制度を例に挙げ、
生徒の考えを述べさせた後、資料3を用いて、無知
のベールをかぶるとどう考えが変化するかを確認する。

　　　　すべての人に同じ支援をすることは本当に
公平なのか。
▶�障がい者支援や福祉政策の例を挙げ、具体的な
イメージをもたせる。

（5）本時の振り返り
▶�環境と努力、公正と平等などの対立概念を振り
返り、学習課題に結びつける。

導入

展開
発問例

発問例

発問例

発問例

まとめ

□公正な社会とは
・�17 世紀以降のヨーロッパでは啓蒙運動が展開。
▶�人は生まれながらに平等であるという普遍的な価値観が生
まれた。

□平等と公正をめぐる現代の議論
・�ドイツでは、過激な全体主義（ナチズム）が誕生。
①ホルクハイマーやアドルノ
・�全体主義（ナチズム）の原因が行き過ぎた理性にあるとし、啓
蒙の欠点を強調。

②アーレント
・�ナチスの凶悪な犯罪は命令に従っただけの凡庸な人間によっ
て担われた（悪の陳腐さ）と考えた。

③ハーバマス
・�他者と理性的に対話を交わし合うこと（対話的理性）ができる
公共的な空間を再構築しようとした。

④ロールズ
・�無知のベールをかぶせられた人々がどのような社会を望むか
という思考実験を行い、正義の二原理を提唱。

⑤セン
・�現実の暮らしのなかで人々が何を必要として何ができるのか
という概念（ケイパビリティ）を提起。

□課題と向き合うために
・�先人の視点や方法をヒントに今日の課題を考える。

　社会的な成功には努力だけでなく、教育や経済的
環境が大きく影響する。公正な競争を実現するには、
機会の平等を保障する必要がある。

読み
解き

解答例
縮刷版の赤マーカー部分を参照。

　発展途上国への支援では、人々が自身の可能性を広
げ、自立した生活を送れるようにすることが重要であ
る。そのために、教育機会の提供や医療体制の整備を
進め、誰もが学び、健康を維持できる環境を整えるこ
とが求められる。また、地域ごとに異なる生活の基盤
を強化することで、持続的な発展を促すことができる。
〈A評価の視点〉
・�ケイパビリティの概念の観点から支援の目的を明確
にしているか。

・�具体的な支援の種類に触れ、それぞれが人々の能力
を高める点を説明しているか。

・�発展途上国の状況に応じた柔軟な支援（一律ではなく、
文化や地域性を考慮した支援）について言及しているか。

〈C評価への助言〉
・�｢どのような支援が人々の選択肢を増やすか｣ などの
視点が不足していないか。単なる善意ではなく、ケ
イパビリティの観点から議論しよう。

・�具体的な支援策の説明が不足していないか。例えば
｢教育が大事｣ と述べるだけでなく、どのような教育
機会が提供される必要があるのかを掘り下げよう。

確 認 解答例

説 明 解答例（B 評価）

　社会の格差を是正するには、すべての人が適切な
機会や支援を受けられるしくみが必要である。例え
ば、障がいのある人や経済的に厳しい環境にある人
が、自分の能力を発揮できるような教育や福祉の制
度を整えることが大切だ。また、多様な立場の人々
が意見を交わし、互いの状況を理解することで、公
正な社会のあり方を考え続けることが求められる。
〈考えるポイント〉
・�社会の格差を生む要因にはどのようなものがあるか。
・�すべての人が能力を発揮できる社会にするには何
が必要か。

・�互いの立場を理解するためにどんな工夫ができるか。
〈評価のポイント〉
・�社会の格差の原因を理解し、それを是正するため
のしくみを考えられているか。

・�多様な立場の人々による対話の重要性を意識し、
共生のための工夫を考えられているか。

学習
課題

解答例（B 評価）

授業の流れ 要点整理（板書例）

公共的な空間における人間としてのあり方・生き方

他者と共に生きる倫理4
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高校生の公共  指導資料・関連教材

　　指導書Webサポート

① .	 授業スライド（.pptx/Google スライド）� 本冊子  p. 6

② .	 授業プリント（.docx）� 本冊子  p. 7

③ .	 評価問題例（テスト例）（.docx）� 本冊子  p. 8

④ .	 特設ワークシート（.docx）� 本冊子  p. 9

⑤ .	 見通し・振り返りシート（.docx/Google スプレッドシート）

� 本冊子 p.10

⑥ .	 教科書本文（.txt）� 本冊子 p.10

⑦ .	 教科書紙面ビューア� 本冊子 p.11

⑧ .	 教科書掲載図版〈カラー/モノクロ〉（.jpg）� 本冊子 p.11

⑨ .	 学習課題・確認・説明の解答例（.txt）

⑩ .	 年間指導計画案・評価規準例（.xlsx）

⑪ .	 映像資料

⑫ .	 図版アニメーション

⑬ .	 教科書 QRコンテンツ〈一問一答〉（.xlsx）
⑭ .	 教科書 QRコンテンツ〈用語解説〉（.xlsx）
⑮ .	 白地図集（.jpg）
⑯ .	 参考文献紹介（.docx）
⑰ .	 著者からのメッセージ（.pdf）
⑱ .	 教科書 QRコンテンツへのリンク

① 指導用教科書　AB 判 / 248 ページ
② 使い方・Web サポート等案内冊子
③ 指導書 Web サポート

● 授業スライドや各種ワークシートなど、授業の準備や評価で役立つデジタルコンテンツをご利用い  
     ただけるサービスです。
● 帝国書院ウェブサイトから会員ページにログイン後、「使い方・Webサポート等案内冊子」に記載
     されたアクセスキーをご入力いただくことで、コンテンツ一覧ページにアクセスできます。
● ご利用いただけるデジタルコンテンツは、下記の通りです。

⬆　特設ワークシート（.docx）の例

⬆　見通し・振り返りシート（.docx）の例

⬆　教科書掲載図版〈カラー〉（.jpg）の例

3

内 容

　●指導資料Webサポートコンテンツ付
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● 教科書本体の見開きページの縮刷版をもとに構成した、教科書と同じ AB 判サイズの指導資料です。
● 教科書掲載内容の解説だけでなく、授業の流れや要点整理、用語解説なども掲載。この 1 冊で授業の要点を押さえられます。 

⬇教科書 p.32-33 に対応したページの例

　　指導用教科書1

5

10

15

20

　　　　　　　　　　今、私たちの生きる社会は、公正だといえるだろうか。

「運も実力のうち」ということわざがあるが、自分を取り

巻く環
かん
境
きょう
はどこまで公正であるべきだろうか。

　人々は公正さを欠いた社会を正しくない状態だと考え、すべての人が平等

な関係で結ばれる社会の実現のために格
かく
闘
とう
してきた。特に17世紀以降、ヨー

ロッパでは、理性に基
もと
づき人を教え導こうという啓

けい
蒙
もう
運動が展開された。こ

の結果、人は生まれながらに平等であるという普
ふ
遍
へん
的な価値観が生まれた。

　　　　　　　　　　20世紀前半には自民族を優
すぐ
れたものとし、自民族を

中心とした社会を形成する動きが世界中で強まった。　

　ドイツではユダヤ人や障がいのある人などを絶
ぜつ
滅
めつ
させようとした過激な全

体主義（ナチズム）が誕生し、みずからとは異なる者を平等の対象とはみなさ

ず、暴力によって彼
かれ
らの声や存在を消去しようとした。

　ナチズムに追われてアメリカに亡命したホルクハイマーやアドルノは、全

体主義の原因が、感情や人間性などを軽視する行き過ぎた理性にあるとし、

啓蒙の欠点を強調した。同じく亡命したアーレントは、命令に従うままナチ

ズムを支えた無責任な官
かん
僚
りょう
であるアイヒマンの裁判を傍

ぼう
聴
ちょう
し、彼は思考が不

足していたと批判した。また誰
だれ
しもがナチズムの支持者になりうると警

けい
鐘
しょう
を

鳴らし、それを自分と無関係なものとして忘れ去ってしまうことは許されな

いとしたのである。そしてこの悲劇を繰
く
り返さないために、古代ギリシアに

みられた、多様な人々が対話できる公共的な空間が必要だと考えた。

公正な社会とは

2

1

p.28、46

平等と公正を
めぐる現代の議論

WORD p.43

（1895〜1973） （1903〜69）

2

p.43 p.94

1

p.28

他者と共に生きる倫理4 私たちは、格差を是
ぜ

正
せい

しよりよい社会をつくるうえで、
どのようなことを意識すればよいのだろうか。

学習
課題

　今日の社会で重視されることの多い学歴や職業、所得といった社会的地位は、
果たして本人の努力のみによって築かれたものなのだろうか。例えば、独学で必
死に勉強したが成果が出ない漫

まん
画
が
家Ａと、幼少期からお金をかけて絵画やシナリ

オの知識や技術を身につけ成功した漫画家Ｂがいたとした場合、ＡはＢに比べて
努力が劣

おと
っていたといえるだろうか。

読み
解き

社会的な成功を収めることにおいて、社会や家庭環
かん

境
きょう

は、どの程度影
えい

響
きょう

すると考えられるだろうか。

「社会的な成功には環境より努力のほうが強く影響する」という意見について

・よい環
かん
境
きょう
でも本人の努力がなければ成

果は得られないため、努力のほうが強
く影
えい
響
きょう
する。

・受験などは得点で合否を決める公正な
競争であるため、努力が成功に直結する。

・家庭環境などは、教育や経験の質に直
結するため、環境要因のほうが強く影
響する。
・試験や習い事など、努力するための環境
や機会は富める者に多く与

あた
えられる。

Ye
s No

1 論理的に思考し判断する能力である理性に
よって、人々を束

そく
縛
ばく
してきた伝統的な慣習や

制度を見直す啓
けい
蒙
もう
思想は、フランス革命など

社会制度の変革にも影
えい
響
きょう
を与
あた
えた（➡p.40）。

2 ホルクハイマーやアドルノに代表されるフ
ランクフルト学派は、特定の利益や目的のた
めに使われる理性を「道具的理性」として強く
批判した。

一つの政党が大衆を動員して政治権力を握
にぎ
り、

自国や自民族のみを美化しつつ、国家の利益を
最優先にする体制をいう。全体主義では、個人
の自由や人権は無視される。

全体主義WORD：

8　裁判を受けるアイヒマン（中央）（1961年）　
アーレントは、ユダヤ人を強制収容所に移送
し管理したアイヒマンの裁判を傍

ぼう
聴
ちょう
し、ナチ

スの凶
きょう
悪
あく
な犯罪は命令に従っただけの凡

ぼん
庸
よう
な

人間によって担
にな
われた（悪の陳

ちん

腐
ぷ

さ）と考えた。

1

成功するために環境はどれくらい重要か？  思考実験導入漫
まん
画
が
家Ａ 漫画家 B
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　その後、啓蒙や理性の意義を改めて問い直す動きも生まれた。ドイツの哲
てつ

学
がく
者ハーバマスは、ヨーロッパの近代にみられた、新聞というメディアを介

かい

したコーヒーハウスでの対話を参考に、他者と理性的に対話を交
か
わし合うこ

と（対話的理性）ができる公共的な空間を再構築しようとした。
　1960 年代になると人種差別を不正義と考える動きが生まれた。特にアメ

リカでは黒人の差別解消を目指した公民権運動が盛り上がり、他者との共生

が達成されるよりよい社会づくりに関する議論が広がった。アメリカの政治

哲学者ロールズは、各人がそれぞれの境
きょう
遇
ぐう
や経済力などの立場に縛

しば
られてい

るために、格差や不平等などの社会の不正義が生じると考えた。そして、自

分の置かれた立場を知ることができないように無知のベールをかぶせられた

人々がどのような社会を望むか、という思考実験を行い、社会のしくみには

公正性と平等性が求められるとする正義の二原理を提唱した。
　他方、インドの経済学者センは、子供と大人、障がいのある人と健常者と

では必要とするケアやサポートが違
ちが
うと考えた。そして、現実の暮らしのな

かで人々が何を必要として何ができるのかという概
がい
念
ねん
（ケイパビリティ）を提

起し、それらを満たし高めることで社会全体が幸福になっていくと唱えた。

　　　　　　　　　　このように、私たちが生きる公共的な空間をよりよく

するための考え方は、時代や地域を問わず多くの先人に

よって議論されてきた。先人たちの物事に対する視点や方法をヒントにしな

がら今日の社会の課題をとらえ、解決方法を考えていこう。

3

3

課題と
向き合うために

p.10

よりよい社会の形成に向けロー
ルズとセンは何が重要と考えた
か、それぞれ本文から探そう。

確 認

発展途
と
上
じょう
国にはどのような支

し
援
えん

が適切か、ケイパビリティの視
点を踏

ふ
まえて説明しよう。

説 明

3 所属する集団に共通する正義などの価値観
を尊重し、個人の善ではなく公共的な価値を
もつ共通善を重視するコミュニタリアニズム
（共同体主義）も注目されている。代表的な思
想家にマイケル ＝サンデル（1953〜）がいる。

思想家

アーレント（1906 ～ 75） ハーバマス（1929 ～） ロールズ（1921 ～ 2002） セン（1933 ～）

主著 『全体主義の起源』など 『公共性の構造転
てん
換
かん
』など 『正義論』など 『不平等の再検討』など

思想の
特
とく

徴
ちょう

ドイツ出身の哲
てつ
学
がく
者。ナチズムの迫

はく
害
がい

を受けた経験から、他人任せで社会に
無関心でいることが全体主義につなが
るとした。全体主義に陥

おちい
らないために、

人々が対等な立場で意見を言い合える
空間が必要であり、そこから外れたり
孤
こ
立
りつ
したりしないことが重要であると説

いた。

ドイツの哲学者でフランクフルト学派に
属する。「道具的理性」を批判する一方
で、近代を「未完のプロジェクト」として
擁
よう
護
ご
し、コミュニケーションに基

もと
づく合意

（対話的理性）を重視した。そのために
は、一定の理性と、支配関係がなく自
由に議論ができる空間が必要であると
した。

アメリカ出身の哲学者。1960年代の
公民権運動の経験から、すべての人の
自由と権利のために必要な正義の原理
（公正としての正義）を示し、社会にお
ける格差の是

ぜ
正
せい
のために、財の公正な

分配を主張した。著書『正義論』は、政
治哲学や経済学など、多方面に大きな
影
えい
響
きょう
を与
あた
えた。

インド出身の経済学者でアジア初の
ノーベル経済学賞を受賞した。インド
での経験を踏

ふ
まえて、貧

ひん
困
こん
解消や弱者

救済について経済学の視点で分
ぶん
析
せき
し

た。財の分配ではなく、「何ができるよ
うになるか」という潜

せん
在
ざい
能力（ケイパビリ

ティ）を広げることで、実質的平等（➡
p.58）が保障されるとした。

8　現代の主な思想家2

8　正義の二原理3

無知のベール
・各人は基本的な自由に対し
　て平等である（平等な自由）。

・全員に均等な機会が与えら
　れた公正な競争のうえで
　（公正な機会均等）、

・最も恵まれない人々の利益
　になる場合のみ、不平等は
　認められる（格差の是正）。

■第一原理

■第二原理

自分の置かれた
状況がわからない
じょうきょう

めぐ

ぜ せい

国籍は？国籍は？
こくせきこくせき

財産は？財産は？ 健康？健康？

第
1
部

　 2
章

33ここまでの学習を踏
ふ
まえて、章の問いに取り組もう。　➡ p.60「第 1部の振

ふ
り返り」振り返り

032-033 第1部_2章-4.indd   33032-033 第1部_2章-4.indd   33 2024/09/09   14:552024/09/09   14:55

　　　理性の光と影
　啓蒙思想が重んじる理性は平等の理念を生み出し、フラン
ス革命や近代立憲主義の基盤になった。その一方で、理性の
普遍性を信じて疑わず、異なる価値観をもつ他者に対する暴
力や差別といった、想像力を欠く側面も見受けられた。近代
西洋の理性は、人間理解の一つのアプローチにすぎないのだ
が、それを金科玉条のように考えることで、ある人々を「奴
隷」や「未開民族」と名付け、理性において劣るものととら
えてしまい、植民地主義的な収奪を正当化する論理として利
用された。このような行為こそ、理性的でないことに想像力
が及ばなかったのである。

　　　道具的理性
　マックス =ホルクハイマーとテオドール =アドルノは、亡
命先のカリフォルニアにおいて『啓蒙の弁証法』を書き、西
洋的な理性が他者を支配する手段としての道具と化し、文明
化を進めるはずの啓蒙が弁証法的にその反対物に転化するこ
とで、ナチズムという新しい野蛮をもたらしたと述べた。「啓
蒙が神話へと逆行していく原因は、ことさら逆行することを
目的として考え出された、国家主義的、異教的等々の近代的
神話のもとに求められるべきではなく、むしろ真理に直面す
る恐怖に立ちすくんでいる啓蒙そのもののうちに求められな
ければならない」（『啓蒙の弁証法』序文）。それは、理性と
啓蒙への徹底した批判であるが、徹底した批判を行う限りで、
理性と啓蒙を徹底的な崩壊から救うものでもあった。

解説

解説

　　　対話的理性
　ハーバマスは、ホルクハイマーやアドルノによる理性と啓
蒙への批判の後で、もう一度理性と啓蒙を立て直そうとした。
すなわち、「道具的理性」に対しては「対話的理性」を置き、
他者とのコミュニケーションによって構成される市民的な公
共領域（公共圏）を再構築しようとした。また、啓蒙�
としての西洋近代はナチズムという野蛮に堕したというより
も、十分にその理念を実現していない「未完のプロジェクト」
だとして、近代に備わっていた普遍的な諸価値（とりわけ公
正や正義という倫理）を擁護し直した。

　　　ロールズ
　ジョン =ロールズが主張する「公正としての正義」は、社
会的な基本財（自由・権利・機会・所得・富・自尊など）の公
正な配分を行うことで社会的な協力システムを実現するもの
である。それを支えるものとして、正義の二原理が提案され
た。欧米立憲民主主義の伝統に基づいた政治的リベラリズム
の立場からではあるが、不遇な人々の利益や幸福を考慮した、
公正かつ多元的な社会を目指した。

　　　ケイパビリティ
　アマルティア =センは、ロールズが考えている以上に多様
な人々が社会には存在するために、基本財ができるだけ公正
に配分されたとしても、その所有だけでは平等は達成されな
いので、とりわけ基本的なケイパビリティである移動・衣食
住・社会生活への参加といった能力はできるだけ平等にする
べきだと述べた。センは、特に障がいのある人の基本的なケ
イパビリティを実質的に平等にするような「社会的正義」の
議論を展開した。それは後に、「福祉」をケイパビリティの
指標化として考える方向にも向かった。また、このケイパビ
リティは個々人の生に根ざした「人間の安全保障」という概
念にも組み込まれ、人が不利益をこうむるリスクを避けなが
ら、「人間的発展」や「人権」を深化させ普遍化させていくた
めの、重要な構成要素となっている。

解説

解説

解説

（1）導入の活用
▶�身近な例（スポーツ選手、起業家など）を挙げ、
生徒の意見を引き出す。

（2）公正な社会の定義とその必要性を考えさせる
　　　　｢運も実力のうち｣という考え方をどう思うか。
▶�実際の社会問題（体験格差など）と関連づける。

（3）全体主義の危険性と対話の重要性を理解
　　　　自分の意見をもたないことのリスクとは。
▶�アイヒマン裁判の映像や証言を紹介し、具体的
なイメージをもたせ、�SNS などの現代の情報空
間との共通点を考えさせる。

（4）公正な社会制度のあり方について議論
　　　　無知のベールをかぶるとどうなるか。
▶�奨学金制度や福祉政策など身近な制度を例に挙げ、
生徒の考えを述べさせた後、資料3を用いて、無知
のベールをかぶるとどう考えが変化するかを確認する。

　　　　すべての人に同じ支援をすることは本当に
公平なのか。
▶�障がい者支援や福祉政策の例を挙げ、具体的な
イメージをもたせる。

（5）本時の振り返り
▶�環境と努力、公正と平等などの対立概念を振り
返り、学習課題に結びつける。

導入

展開
発問例

発問例

発問例

発問例

まとめ

□公正な社会とは
・�17 世紀以降のヨーロッパでは啓蒙運動が展開。
▶�人は生まれながらに平等であるという普遍的な価値観が生
まれた。

□平等と公正をめぐる現代の議論
・�ドイツでは、過激な全体主義（ナチズム）が誕生。
①ホルクハイマーやアドルノ
・�全体主義（ナチズム）の原因が行き過ぎた理性にあるとし、啓
蒙の欠点を強調。
②アーレント
・�ナチスの凶悪な犯罪は命令に従っただけの凡庸な人間によっ
て担われた（悪の陳腐さ）と考えた。
③ハーバマス
・�他者と理性的に対話を交わし合うこと（対話的理性）ができる
公共的な空間を再構築しようとした。
④ロールズ
・�無知のベールをかぶせられた人々がどのような社会を望むか
という思考実験を行い、正義の二原理を提唱。
⑤セン
・�現実の暮らしのなかで人々が何を必要として何ができるのか
という概念（ケイパビリティ）を提起。
□課題と向き合うために
・�先人の視点や方法をヒントに今日の課題を考える。

　社会的な成功には努力だけでなく、教育や経済的
環境が大きく影響する。公正な競争を実現するには、
機会の平等を保障する必要がある。

読み
解き

解答例
縮刷版の赤マーカー部分を参照。

　発展途上国への支援では、人々が自身の可能性を広
げ、自立した生活を送れるようにすることが重要であ
る。そのために、教育機会の提供や医療体制の整備を
進め、誰もが学び、健康を維持できる環境を整えるこ
とが求められる。また、地域ごとに異なる生活の基盤
を強化することで、持続的な発展を促すことができる。
〈A評価の視点〉
・�ケイパビリティの概念の観点から支援の目的を明確
にしているか。
・�具体的な支援の種類に触れ、それぞれが人々の能力
を高める点を説明しているか。
・�発展途上国の状況に応じた柔軟な支援（一律ではなく、
文化や地域性を考慮した支援）について言及しているか。

〈C評価への助言〉
・�｢どのような支援が人々の選択肢を増やすか｣ などの
視点が不足していないか。単なる善意ではなく、ケ
イパビリティの観点から議論しよう。
・�具体的な支援策の説明が不足していないか。例えば
｢教育が大事｣ と述べるだけでなく、どのような教育
機会が提供される必要があるのかを掘り下げよう。

確 認 解答例

説 明 解答例（B 評価）

　社会の格差を是正するには、すべての人が適切な
機会や支援を受けられるしくみが必要である。例え
ば、障がいのある人や経済的に厳しい環境にある人
が、自分の能力を発揮できるような教育や福祉の制
度を整えることが大切だ。また、多様な立場の人々
が意見を交わし、互いの状況を理解することで、公
正な社会のあり方を考え続けることが求められる。
〈考えるポイント〉
・�社会の格差を生む要因にはどのようなものがあるか。
・�すべての人が能力を発揮できる社会にするには何
が必要か。
・�互いの立場を理解するためにどんな工夫ができるか。
〈評価のポイント〉
・�社会の格差の原因を理解し、それを是正するため
のしくみを考えられているか。
・�多様な立場の人々による対話の重要性を意識し、
共生のための工夫を考えられているか。

学習
課題

解答例（B 評価）

授業の流れ 要点整理（板書例）

公共的な空間における人間としてのあり方・生き方

他者と共に生きる倫理4

第 1 部 2 章

32 33

032-033_08公共指導書_一般ページ_見本組.indd   全ページ032-033_08公共指導書_一般ページ_見本組.indd   全ページ 2025/03/06   16:272025/03/06   16:27

5

10

15

20

　　　　　　　　　　今、私たちの生きる社会は、公正だといえるだろうか。

「運も実力のうち」ということわざがあるが、自分を取り

巻く環
かん
境
きょう
はどこまで公正であるべきだろうか。

　人々は公正さを欠いた社会を正しくない状態だと考え、すべての人が平等

な関係で結ばれる社会の実現のために格
かく
闘
とう
してきた。特に17世紀以降、ヨー

ロッパでは、理性に基
もと
づき人を教え導こうという啓

けい
蒙
もう
運動が展開された。こ

の結果、人は生まれながらに平等であるという普
ふ
遍
へん
的な価値観が生まれた。

　　　　　　　　　　20世紀前半には自民族を優
すぐ
れたものとし、自民族を

中心とした社会を形成する動きが世界中で強まった。　

　ドイツではユダヤ人や障がいのある人などを絶
ぜつ
滅
めつ
させようとした過激な全

体主義（ナチズム）が誕生し、みずからとは異なる者を平等の対象とはみなさ
ず、暴力によって彼

かれ
らの声や存在を消去しようとした。

　ナチズムに追われてアメリカに亡命したホルクハイマーやアドルノは、全
体主義の原因が、感情や人間性などを軽視する行き過ぎた理性にあるとし、

啓蒙の欠点を強調した。同じく亡命したアーレントは、命令に従うままナチ
ズムを支えた無責任な官

かん
僚
りょう
であるアイヒマンの裁判を傍

ぼう
聴
ちょう
し、彼は思考が不

足していたと批判した。また誰
だれ
しもがナチズムの支持者になりうると警

けい
鐘
しょう
を

鳴らし、それを自分と無関係なものとして忘れ去ってしまうことは許されな

いとしたのである。そしてこの悲劇を繰
く
り返さないために、古代ギリシアに

みられた、多様な人々が対話できる公共的な空間が必要だと考えた。

公正な社会とは

2

1

p.28、46

平等と公正を
めぐる現代の議論

WORD p.43

（1895〜1973） （1903〜69）

2

p.43 p.94

1

p.28

他者と共に生きる倫理4 私たちは、格差を是
ぜ

正
せい

しよりよい社会をつくるうえで、
どのようなことを意識すればよいのだろうか。

学習
課題

　今日の社会で重視されることの多い学歴や職業、所得といった社会的地位は、
果たして本人の努力のみによって築かれたものなのだろうか。例えば、独学で必
死に勉強したが成果が出ない漫

まん
画
が
家Ａと、幼少期からお金をかけて絵画やシナリ

オの知識や技術を身につけ成功した漫画家Ｂがいたとした場合、ＡはＢに比べて
努力が劣

おと
っていたといえるだろうか。

読み
解き

社会的な成功を収めることにおいて、社会や家庭環
かん

境
きょう

は、どの程度影
えい

響
きょう

すると考えられるだろうか。

「社会的な成功には環境より努力のほうが強く影響する」という意見について

・よい環
かん
境
きょう
でも本人の努力がなければ成

果は得られないため、努力のほうが強
く影
えい
響
きょう
する。

・受験などは得点で合否を決める公正な
競争であるため、努力が成功に直結する。

・家庭環境などは、教育や経験の質に直
結するため、環境要因のほうが強く影
響する。
・試験や習い事など、努力するための環境
や機会は富める者に多く与

あた
えられる。

Ye
s No

1 論理的に思考し判断する能力である理性に
よって、人々を束

そく
縛
ばく
してきた伝統的な慣習や

制度を見直す啓
けい
蒙
もう
思想は、フランス革命など

社会制度の変革にも影
えい
響
きょう
を与

あた
えた（➡p.40）。

2 ホルクハイマーやアドルノに代表されるフ
ランクフルト学派は、特定の利益や目的のた
めに使われる理性を「道具的理性」として強く
批判した。

一つの政党が大衆を動員して政治権力を握
にぎ
り、

自国や自民族のみを美化しつつ、国家の利益を
最優先にする体制をいう。全体主義では、個人
の自由や人権は無視される。

全体主義WORD：

8　裁判を受けるアイヒマン（中央）（1961年）　
アーレントは、ユダヤ人を強制収容所に移送
し管理したアイヒマンの裁判を傍

ぼう
聴
ちょう
し、ナチ

スの凶
きょう
悪
あく
な犯罪は命令に従っただけの凡

ぼん
庸
よう
な

人間によって担
にな
われた（悪の陳

ちん

腐
ぷ

さ）と考えた。

1

成功するために環境はどれくらい重要か？  思考実験導入漫
まん
画
が
家Ａ 漫画家 B
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　その後、啓蒙や理性の意義を改めて問い直す動きも生まれた。ドイツの哲
てつ

学
がく
者ハーバマスは、ヨーロッパの近代にみられた、新聞というメディアを介

かい

したコーヒーハウスでの対話を参考に、他者と理性的に対話を交
か
わし合うこ

と（対話的理性）ができる公共的な空間を再構築しようとした。
　1960 年代になると人種差別を不正義と考える動きが生まれた。特にアメ

リカでは黒人の差別解消を目指した公民権運動が盛り上がり、他者との共生

が達成されるよりよい社会づくりに関する議論が広がった。アメリカの政治

哲学者ロールズは、各人がそれぞれの境
きょう
遇
ぐう
や経済力などの立場に縛

しば
られてい

るために、格差や不平等などの社会の不正義が生じると考えた。そして、自

分の置かれた立場を知ることができないように無知のベールをかぶせられた
人々がどのような社会を望むか、という思考実験を行い、社会のしくみには

公正性と平等性が求められるとする正義の二原理を提唱した。
　他方、インドの経済学者センは、子供と大人、障がいのある人と健常者と
では必要とするケアやサポートが違

ちが
うと考えた。そして、現実の暮らしのな

かで人々が何を必要として何ができるのかという概
がい
念
ねん
（ケイパビリティ）を提

起し、それらを満たし高めることで社会全体が幸福になっていくと唱えた。

　　　　　　　　　　このように、私たちが生きる公共的な空間をよりよく

するための考え方は、時代や地域を問わず多くの先人に

よって議論されてきた。先人たちの物事に対する視点や方法をヒントにしな

がら今日の社会の課題をとらえ、解決方法を考えていこう。

3

3

課題と
向き合うために

p.10

よりよい社会の形成に向けロー
ルズとセンは何が重要と考えた
か、それぞれ本文から探そう。

確 認

発展途
と
上
じょう
国にはどのような支

し
援
えん

が適切か、ケイパビリティの視
点を踏

ふ
まえて説明しよう。

説 明

3 所属する集団に共通する正義などの価値観
を尊重し、個人の善ではなく公共的な価値を
もつ共通善を重視するコミュニタリアニズム
（共同体主義）も注目されている。代表的な思
想家にマイケル ＝サンデル（1953〜）がいる。

思想家

アーレント（1906 ～ 75） ハーバマス（1929 ～） ロールズ（1921 ～ 2002） セン（1933 ～）

主著 『全体主義の起源』など 『公共性の構造転
てん
換
かん
』など 『正義論』など 『不平等の再検討』など

思想の
特
とく

徴
ちょう

ドイツ出身の哲
てつ
学
がく
者。ナチズムの迫

はく
害
がい

を受けた経験から、他人任せで社会に
無関心でいることが全体主義につなが
るとした。全体主義に陥

おちい
らないために、

人々が対等な立場で意見を言い合える
空間が必要であり、そこから外れたり
孤
こ
立
りつ
したりしないことが重要であると説

いた。

ドイツの哲学者でフランクフルト学派に
属する。「道具的理性」を批判する一方
で、近代を「未完のプロジェクト」として
擁
よう
護
ご
し、コミュニケーションに基

もと
づく合意

（対話的理性）を重視した。そのために
は、一定の理性と、支配関係がなく自
由に議論ができる空間が必要であると
した。

アメリカ出身の哲学者。1960年代の
公民権運動の経験から、すべての人の
自由と権利のために必要な正義の原理
（公正としての正義）を示し、社会にお
ける格差の是

ぜ
正
せい
のために、財の公正な

分配を主張した。著書『正義論』は、政
治哲学や経済学など、多方面に大きな
影
えい
響
きょう
を与
あた
えた。

インド出身の経済学者でアジア初の
ノーベル経済学賞を受賞した。インド
での経験を踏

ふ
まえて、貧

ひん
困
こん
解消や弱者

救済について経済学の視点で分
ぶん
析
せき
し

た。財の分配ではなく、「何ができるよ
うになるか」という潜

せん
在
ざい
能力（ケイパビリ

ティ）を広げることで、実質的平等（➡
p.58）が保障されるとした。

8　現代の主な思想家2

8　正義の二原理3

無知のベール
・各人は基本的な自由に対し
　て平等である（平等な自由）。

・全員に均等な機会が与えら
　れた公正な競争のうえで
　（公正な機会均等）、

・最も恵まれない人々の利益
　になる場合のみ、不平等は
　認められる（格差の是正）。

■第一原理

■第二原理

自分の置かれた
状況がわからない
じょうきょう

めぐ

ぜ せい

国籍は？国籍は？
こくせきこくせき

財産は？財産は？ 健康？健康？

第
1
部

　 2
章

33ここまでの学習を踏
ふ
まえて、章の問いに取り組もう。　➡ p.60「第 1部の振

ふ
り返り」

振り返り
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　　　理性の光と影
　啓蒙思想が重んじる理性は平等の理念を生み出し、フラン
ス革命や近代立憲主義の基盤になった。その一方で、理性の
普遍性を信じて疑わず、異なる価値観をもつ他者に対する暴
力や差別といった、想像力を欠く側面も見受けられた。近代
西洋の理性は、人間理解の一つのアプローチにすぎないのだ
が、それを金科玉条のように考えることで、ある人々を「奴
隷」や「未開民族」と名付け、理性において劣るものととら
えてしまい、植民地主義的な収奪を正当化する論理として利
用された。このような行為こそ、理性的でないことに想像力
が及ばなかったのである。

　　　道具的理性
　マックス =ホルクハイマーとテオドール =アドルノは、亡
命先のカリフォルニアにおいて『啓蒙の弁証法』を書き、西
洋的な理性が他者を支配する手段としての道具と化し、文明
化を進めるはずの啓蒙が弁証法的にその反対物に転化するこ
とで、ナチズムという新しい野蛮をもたらしたと述べた。「啓
蒙が神話へと逆行していく原因は、ことさら逆行することを
目的として考え出された、国家主義的、異教的等々の近代的
神話のもとに求められるべきではなく、むしろ真理に直面す
る恐怖に立ちすくんでいる啓蒙そのもののうちに求められな
ければならない」（『啓蒙の弁証法』序文）。それは、理性と
啓蒙への徹底した批判であるが、徹底した批判を行う限りで、
理性と啓蒙を徹底的な崩壊から救うものでもあった。

解説

解説

　　　対話的理性
　ハーバマスは、ホルクハイマーやアドルノによる理性と啓
蒙への批判の後で、もう一度理性と啓蒙を立て直そうとした。
すなわち、「道具的理性」に対しては「対話的理性」を置き、
他者とのコミュニケーションによって構成される市民的な公
共領域（公共圏）を再構築しようとした。また、啓蒙�
としての西洋近代はナチズムという野蛮に堕したというより
も、十分にその理念を実現していない「未完のプロジェクト」
だとして、近代に備わっていた普遍的な諸価値（とりわけ公
正や正義という倫理）を擁護し直した。

　　　ロールズ
　ジョン =ロールズが主張する「公正としての正義」は、社
会的な基本財（自由・権利・機会・所得・富・自尊など）の公
正な配分を行うことで社会的な協力システムを実現するもの
である。それを支えるものとして、正義の二原理が提案され
た。欧米立憲民主主義の伝統に基づいた政治的リベラリズム
の立場からではあるが、不遇な人々の利益や幸福を考慮した、
公正かつ多元的な社会を目指した。

　　　ケイパビリティ
　アマルティア =センは、ロールズが考えている以上に多様
な人々が社会には存在するために、基本財ができるだけ公正
に配分されたとしても、その所有だけでは平等は達成されな
いので、とりわけ基本的なケイパビリティである移動・衣食
住・社会生活への参加といった能力はできるだけ平等にする
べきだと述べた。センは、特に障がいのある人の基本的なケ
イパビリティを実質的に平等にするような「社会的正義」の
議論を展開した。それは後に、「福祉」をケイパビリティの
指標化として考える方向にも向かった。また、このケイパビ
リティは個々人の生に根ざした「人間の安全保障」という概
念にも組み込まれ、人が不利益をこうむるリスクを避けなが
ら、「人間的発展」や「人権」を深化させ普遍化させていくた
めの、重要な構成要素となっている。

解説

解説

解説

（1）導入の活用
▶�身近な例（スポーツ選手、起業家など）を挙げ、
生徒の意見を引き出す。

（2）公正な社会の定義とその必要性を考えさせる
　　　　｢運も実力のうち｣という考え方をどう思うか。
▶�実際の社会問題（体験格差など）と関連づける。

（3）全体主義の危険性と対話の重要性を理解
　　　　自分の意見をもたないことのリスクとは。
▶�アイヒマン裁判の映像や証言を紹介し、具体的
なイメージをもたせ、�SNS などの現代の情報空
間との共通点を考えさせる。

（4）公正な社会制度のあり方について議論
　　　　無知のベールをかぶるとどうなるか。
▶�奨学金制度や福祉政策など身近な制度を例に挙げ、
生徒の考えを述べさせた後、資料3を用いて、無知
のベールをかぶるとどう考えが変化するかを確認する。

　　　　すべての人に同じ支援をすることは本当に
公平なのか。
▶�障がい者支援や福祉政策の例を挙げ、具体的な
イメージをもたせる。

（5）本時の振り返り
▶�環境と努力、公正と平等などの対立概念を振り
返り、学習課題に結びつける。

導入

展開
発問例

発問例

発問例

発問例

まとめ

□公正な社会とは
・�17 世紀以降のヨーロッパでは啓蒙運動が展開。
▶�人は生まれながらに平等であるという普遍的な価値観が生
まれた。

□平等と公正をめぐる現代の議論
・�ドイツでは、過激な全体主義（ナチズム）が誕生。
①ホルクハイマーやアドルノ
・�全体主義（ナチズム）の原因が行き過ぎた理性にあるとし、啓
蒙の欠点を強調。

②アーレント
・�ナチスの凶悪な犯罪は命令に従っただけの凡庸な人間によっ
て担われた（悪の陳腐さ）と考えた。

③ハーバマス
・�他者と理性的に対話を交わし合うこと（対話的理性）ができる
公共的な空間を再構築しようとした。

④ロールズ
・�無知のベールをかぶせられた人々がどのような社会を望むか
という思考実験を行い、正義の二原理を提唱。

⑤セン
・�現実の暮らしのなかで人々が何を必要として何ができるのか
という概念（ケイパビリティ）を提起。

□課題と向き合うために
・�先人の視点や方法をヒントに今日の課題を考える。

　社会的な成功には努力だけでなく、教育や経済的
環境が大きく影響する。公正な競争を実現するには、
機会の平等を保障する必要がある。

読み
解き

解答例
縮刷版の赤マーカー部分を参照。

　発展途上国への支援では、人々が自身の可能性を広
げ、自立した生活を送れるようにすることが重要であ
る。そのために、教育機会の提供や医療体制の整備を
進め、誰もが学び、健康を維持できる環境を整えるこ
とが求められる。また、地域ごとに異なる生活の基盤
を強化することで、持続的な発展を促すことができる。
〈A評価の視点〉
・�ケイパビリティの概念の観点から支援の目的を明確
にしているか。
・�具体的な支援の種類に触れ、それぞれが人々の能力
を高める点を説明しているか。
・�発展途上国の状況に応じた柔軟な支援（一律ではなく、
文化や地域性を考慮した支援）について言及しているか。

〈C評価への助言〉
・�｢どのような支援が人々の選択肢を増やすか｣ などの
視点が不足していないか。単なる善意ではなく、ケ
イパビリティの観点から議論しよう。
・�具体的な支援策の説明が不足していないか。例えば
｢教育が大事｣ と述べるだけでなく、どのような教育
機会が提供される必要があるのかを掘り下げよう。

確 認 解答例

説 明 解答例（B 評価）

　社会の格差を是正するには、すべての人が適切な
機会や支援を受けられるしくみが必要である。例え
ば、障がいのある人や経済的に厳しい環境にある人
が、自分の能力を発揮できるような教育や福祉の制
度を整えることが大切だ。また、多様な立場の人々
が意見を交わし、互いの状況を理解することで、公
正な社会のあり方を考え続けることが求められる。
〈考えるポイント〉
・�社会の格差を生む要因にはどのようなものがあるか。
・�すべての人が能力を発揮できる社会にするには何
が必要か。
・�互いの立場を理解するためにどんな工夫ができるか。
〈評価のポイント〉
・�社会の格差の原因を理解し、それを是正するため
のしくみを考えられているか。
・�多様な立場の人々による対話の重要性を意識し、
共生のための工夫を考えられているか。

学習
課題

解答例（B 評価）

授業の流れ 要点整理（板書例）

公共的な空間における人間としてのあり方・生き方

他者と共に生きる倫理4
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　　　　　　　　　　今、私たちの生きる社会は、公正だといえるだろうか。

「運も実力のうち」ということわざがあるが、自分を取り

巻く環
かん
境
きょう
はどこまで公正であるべきだろうか。

　人々は公正さを欠いた社会を正しくない状態だと考え、すべての人が平等

な関係で結ばれる社会の実現のために格
かく
闘
とう
してきた。特に17世紀以降、ヨー

ロッパでは、理性に基
もと
づき人を教え導こうという啓

けい
蒙
もう
運動が展開された。こ

の結果、人は生まれながらに平等であるという普
ふ
遍
へん
的な価値観が生まれた。

　　　　　　　　　　20世紀前半には自民族を優
すぐ
れたものとし、自民族を

中心とした社会を形成する動きが世界中で強まった。　

　ドイツではユダヤ人や障がいのある人などを絶
ぜつ
滅
めつ
させようとした過激な全

体主義（ナチズム）が誕生し、みずからとは異なる者を平等の対象とはみなさ

ず、暴力によって彼
かれ
らの声や存在を消去しようとした。

　ナチズムに追われてアメリカに亡命したホルクハイマーやアドルノは、全

体主義の原因が、感情や人間性などを軽視する行き過ぎた理性にあるとし、

啓蒙の欠点を強調した。同じく亡命したアーレントは、命令に従うままナチ

ズムを支えた無責任な官
かん
僚
りょう
であるアイヒマンの裁判を傍

ぼう
聴
ちょう
し、彼は思考が不

足していたと批判した。また誰
だれ
しもがナチズムの支持者になりうると警

けい
鐘
しょう
を

鳴らし、それを自分と無関係なものとして忘れ去ってしまうことは許されな

いとしたのである。そしてこの悲劇を繰
く
り返さないために、古代ギリシアに

みられた、多様な人々が対話できる公共的な空間が必要だと考えた。

公正な社会とは

2

1

p.28、46

平等と公正を
めぐる現代の議論

WORD p.43

（1895〜1973） （1903〜69）

2

p.43 p.94

1

p.28

他者と共に生きる倫理4 私たちは、格差を是
ぜ

正
せい

しよりよい社会をつくるうえで、
どのようなことを意識すればよいのだろうか。

学習
課題

　今日の社会で重視されることの多い学歴や職業、所得といった社会的地位は、
果たして本人の努力のみによって築かれたものなのだろうか。例えば、独学で必
死に勉強したが成果が出ない漫

まん
画
が
家Ａと、幼少期からお金をかけて絵画やシナリ

オの知識や技術を身につけ成功した漫画家Ｂがいたとした場合、ＡはＢに比べて
努力が劣

おと
っていたといえるだろうか。

読み
解き

社会的な成功を収めることにおいて、社会や家庭環
かん

境
きょう

は、どの程度影
えい

響
きょう

すると考えられるだろうか。

「社会的な成功には環境より努力のほうが強く影響する」という意見について

・よい環
かん
境
きょう
でも本人の努力がなければ成

果は得られないため、努力のほうが強
く影
えい
響
きょう
する。

・受験などは得点で合否を決める公正な
競争であるため、努力が成功に直結する。

・家庭環境などは、教育や経験の質に直
結するため、環境要因のほうが強く影
響する。
・試験や習い事など、努力するための環境
や機会は富める者に多く与

あた
えられる。

Ye
s No

1 論理的に思考し判断する能力である理性に
よって、人々を束

そく
縛
ばく
してきた伝統的な慣習や

制度を見直す啓
けい
蒙
もう
思想は、フランス革命など

社会制度の変革にも影
えい
響
きょう
を与
あた
えた（➡p.40）。

2 ホルクハイマーやアドルノに代表されるフ
ランクフルト学派は、特定の利益や目的のた
めに使われる理性を「道具的理性」として強く
批判した。

一つの政党が大衆を動員して政治権力を握
にぎ
り、

自国や自民族のみを美化しつつ、国家の利益を
最優先にする体制をいう。全体主義では、個人
の自由や人権は無視される。

全体主義WORD：

8　裁判を受けるアイヒマン（中央）（1961年）　
アーレントは、ユダヤ人を強制収容所に移送
し管理したアイヒマンの裁判を傍

ぼう
聴
ちょう
し、ナチ

スの凶
きょう
悪
あく
な犯罪は命令に従っただけの凡

ぼん
庸
よう
な

人間によって担
にな
われた（悪の陳

ちん

腐
ぷ

さ）と考えた。

1

成功するために環境はどれくらい重要か？  思考実験導入漫
まん
画
が
家Ａ 漫画家 B
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　その後、啓蒙や理性の意義を改めて問い直す動きも生まれた。ドイツの哲
てつ

学
がく
者ハーバマスは、ヨーロッパの近代にみられた、新聞というメディアを介

かい

したコーヒーハウスでの対話を参考に、他者と理性的に対話を交
か
わし合うこ

と（対話的理性）ができる公共的な空間を再構築しようとした。
　1960 年代になると人種差別を不正義と考える動きが生まれた。特にアメ

リカでは黒人の差別解消を目指した公民権運動が盛り上がり、他者との共生

が達成されるよりよい社会づくりに関する議論が広がった。アメリカの政治

哲学者ロールズは、各人がそれぞれの境
きょう
遇
ぐう
や経済力などの立場に縛

しば
られてい

るために、格差や不平等などの社会の不正義が生じると考えた。そして、自

分の置かれた立場を知ることができないように無知のベールをかぶせられた

人々がどのような社会を望むか、という思考実験を行い、社会のしくみには

公正性と平等性が求められるとする正義の二原理を提唱した。
　他方、インドの経済学者センは、子供と大人、障がいのある人と健常者と

では必要とするケアやサポートが違
ちが
うと考えた。そして、現実の暮らしのな

かで人々が何を必要として何ができるのかという概
がい
念
ねん
（ケイパビリティ）を提

起し、それらを満たし高めることで社会全体が幸福になっていくと唱えた。

　　　　　　　　　　このように、私たちが生きる公共的な空間をよりよく

するための考え方は、時代や地域を問わず多くの先人に

よって議論されてきた。先人たちの物事に対する視点や方法をヒントにしな

がら今日の社会の課題をとらえ、解決方法を考えていこう。

3

3

課題と
向き合うために

p.10

よりよい社会の形成に向けロー
ルズとセンは何が重要と考えた
か、それぞれ本文から探そう。

確 認

発展途
と
上
じょう
国にはどのような支

し
援
えん

が適切か、ケイパビリティの視
点を踏

ふ
まえて説明しよう。

説 明

3 所属する集団に共通する正義などの価値観
を尊重し、個人の善ではなく公共的な価値を
もつ共通善を重視するコミュニタリアニズム
（共同体主義）も注目されている。代表的な思
想家にマイケル ＝サンデル（1953〜）がいる。

思想家

アーレント（1906 ～ 75） ハーバマス（1929 ～） ロールズ（1921 ～ 2002） セン（1933 ～）

主著 『全体主義の起源』など 『公共性の構造転
てん
換
かん
』など 『正義論』など 『不平等の再検討』など

思想の
特
とく

徴
ちょう

ドイツ出身の哲
てつ
学
がく
者。ナチズムの迫

はく
害
がい

を受けた経験から、他人任せで社会に
無関心でいることが全体主義につなが
るとした。全体主義に陥

おちい
らないために、

人々が対等な立場で意見を言い合える
空間が必要であり、そこから外れたり
孤
こ
立
りつ
したりしないことが重要であると説

いた。

ドイツの哲学者でフランクフルト学派に
属する。「道具的理性」を批判する一方
で、近代を「未完のプロジェクト」として
擁
よう
護
ご
し、コミュニケーションに基

もと
づく合意

（対話的理性）を重視した。そのために
は、一定の理性と、支配関係がなく自
由に議論ができる空間が必要であると
した。

アメリカ出身の哲学者。1960年代の
公民権運動の経験から、すべての人の
自由と権利のために必要な正義の原理
（公正としての正義）を示し、社会にお
ける格差の是

ぜ
正
せい
のために、財の公正な

分配を主張した。著書『正義論』は、政
治哲学や経済学など、多方面に大きな
影
えい
響
きょう
を与
あた
えた。

インド出身の経済学者でアジア初の
ノーベル経済学賞を受賞した。インド
での経験を踏

ふ
まえて、貧

ひん
困
こん
解消や弱者

救済について経済学の視点で分
ぶん
析
せき
し

た。財の分配ではなく、「何ができるよ
うになるか」という潜

せん
在
ざい
能力（ケイパビリ

ティ）を広げることで、実質的平等（➡
p.58）が保障されるとした。

8　現代の主な思想家2

8　正義の二原理3

無知のベール
・各人は基本的な自由に対し
　て平等である（平等な自由）。

・全員に均等な機会が与えら
　れた公正な競争のうえで
　（公正な機会均等）、

・最も恵まれない人々の利益
　になる場合のみ、不平等は
　認められる（格差の是正）。

■第一原理

■第二原理

自分の置かれた
状況がわからない
じょうきょう

めぐ

ぜ せい

国籍は？国籍は？
こくせきこくせき

財産は？財産は？ 健康？健康？

第
1
部

　 2
章

33ここまでの学習を踏
ふ
まえて、章の問いに取り組もう。　➡ p.60「第 1部の振

ふ
り返り」振り返り
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　　　理性の光と影
　啓蒙思想が重んじる理性は平等の理念を生み出し、フラン
ス革命や近代立憲主義の基盤になった。その一方で、理性の
普遍性を信じて疑わず、異なる価値観をもつ他者に対する暴
力や差別といった、想像力を欠く側面も見受けられた。近代
西洋の理性は、人間理解の一つのアプローチにすぎないのだ
が、それを金科玉条のように考えることで、ある人々を「奴
隷」や「未開民族」と名付け、理性において劣るものととら
えてしまい、植民地主義的な収奪を正当化する論理として利
用された。このような行為こそ、理性的でないことに想像力
が及ばなかったのである。

　　　道具的理性
　マックス =ホルクハイマーとテオドール =アドルノは、亡
命先のカリフォルニアにおいて『啓蒙の弁証法』を書き、西
洋的な理性が他者を支配する手段としての道具と化し、文明
化を進めるはずの啓蒙が弁証法的にその反対物に転化するこ
とで、ナチズムという新しい野蛮をもたらしたと述べた。「啓
蒙が神話へと逆行していく原因は、ことさら逆行することを
目的として考え出された、国家主義的、異教的等々の近代的
神話のもとに求められるべきではなく、むしろ真理に直面す
る恐怖に立ちすくんでいる啓蒙そのもののうちに求められな
ければならない」（『啓蒙の弁証法』序文）。それは、理性と
啓蒙への徹底した批判であるが、徹底した批判を行う限りで、
理性と啓蒙を徹底的な崩壊から救うものでもあった。

解説

解説

　　　対話的理性
　ハーバマスは、ホルクハイマーやアドルノによる理性と啓
蒙への批判の後で、もう一度理性と啓蒙を立て直そうとした。
すなわち、「道具的理性」に対しては「対話的理性」を置き、
他者とのコミュニケーションによって構成される市民的な公
共領域（公共圏）を再構築しようとした。また、啓蒙�
としての西洋近代はナチズムという野蛮に堕したというより
も、十分にその理念を実現していない「未完のプロジェクト」
だとして、近代に備わっていた普遍的な諸価値（とりわけ公
正や正義という倫理）を擁護し直した。

　　　ロールズ
　ジョン =ロールズが主張する「公正としての正義」は、社
会的な基本財（自由・権利・機会・所得・富・自尊など）の公
正な配分を行うことで社会的な協力システムを実現するもの
である。それを支えるものとして、正義の二原理が提案され
た。欧米立憲民主主義の伝統に基づいた政治的リベラリズム
の立場からではあるが、不遇な人々の利益や幸福を考慮した、
公正かつ多元的な社会を目指した。

　　　ケイパビリティ
　アマルティア =センは、ロールズが考えている以上に多様
な人々が社会には存在するために、基本財ができるだけ公正
に配分されたとしても、その所有だけでは平等は達成されな
いので、とりわけ基本的なケイパビリティである移動・衣食
住・社会生活への参加といった能力はできるだけ平等にする
べきだと述べた。センは、特に障がいのある人の基本的なケ
イパビリティを実質的に平等にするような「社会的正義」の
議論を展開した。それは後に、「福祉」をケイパビリティの
指標化として考える方向にも向かった。また、このケイパビ
リティは個々人の生に根ざした「人間の安全保障」という概
念にも組み込まれ、人が不利益をこうむるリスクを避けなが
ら、「人間的発展」や「人権」を深化させ普遍化させていくた
めの、重要な構成要素となっている。

解説

解説

解説

（1）導入の活用
▶�身近な例（スポーツ選手、起業家など）を挙げ、
生徒の意見を引き出す。

（2）公正な社会の定義とその必要性を考えさせる
　　　　｢運も実力のうち｣という考え方をどう思うか。
▶�実際の社会問題（体験格差など）と関連づける。

（3）全体主義の危険性と対話の重要性を理解
　　　　自分の意見をもたないことのリスクとは。
▶�アイヒマン裁判の映像や証言を紹介し、具体的
なイメージをもたせ、�SNS などの現代の情報空
間との共通点を考えさせる。

（4）公正な社会制度のあり方について議論
　　　　無知のベールをかぶるとどうなるか。
▶�奨学金制度や福祉政策など身近な制度を例に挙げ、
生徒の考えを述べさせた後、資料3を用いて、無知
のベールをかぶるとどう考えが変化するかを確認する。

　　　　すべての人に同じ支援をすることは本当に
公平なのか。
▶�障がい者支援や福祉政策の例を挙げ、具体的な
イメージをもたせる。

（5）本時の振り返り
▶�環境と努力、公正と平等などの対立概念を振り
返り、学習課題に結びつける。

導入

展開
発問例

発問例

発問例

発問例

まとめ

□公正な社会とは
・�17 世紀以降のヨーロッパでは啓蒙運動が展開。
▶�人は生まれながらに平等であるという普遍的な価値観が生
まれた。

□平等と公正をめぐる現代の議論
・�ドイツでは、過激な全体主義（ナチズム）が誕生。
①ホルクハイマーやアドルノ
・�全体主義（ナチズム）の原因が行き過ぎた理性にあるとし、啓
蒙の欠点を強調。
②アーレント
・�ナチスの凶悪な犯罪は命令に従っただけの凡庸な人間によっ
て担われた（悪の陳腐さ）と考えた。
③ハーバマス
・�他者と理性的に対話を交わし合うこと（対話的理性）ができる
公共的な空間を再構築しようとした。
④ロールズ
・�無知のベールをかぶせられた人々がどのような社会を望むか
という思考実験を行い、正義の二原理を提唱。
⑤セン
・�現実の暮らしのなかで人々が何を必要として何ができるのか
という概念（ケイパビリティ）を提起。
□課題と向き合うために
・�先人の視点や方法をヒントに今日の課題を考える。

　社会的な成功には努力だけでなく、教育や経済的
環境が大きく影響する。公正な競争を実現するには、
機会の平等を保障する必要がある。

読み
解き

解答例
縮刷版の赤マーカー部分を参照。

　発展途上国への支援では、人々が自身の可能性を広
げ、自立した生活を送れるようにすることが重要であ
る。そのために、教育機会の提供や医療体制の整備を
進め、誰もが学び、健康を維持できる環境を整えるこ
とが求められる。また、地域ごとに異なる生活の基盤
を強化することで、持続的な発展を促すことができる。
〈A評価の視点〉
・�ケイパビリティの概念の観点から支援の目的を明確
にしているか。
・�具体的な支援の種類に触れ、それぞれが人々の能力
を高める点を説明しているか。
・�発展途上国の状況に応じた柔軟な支援（一律ではなく、
文化や地域性を考慮した支援）について言及しているか。

〈C評価への助言〉
・�｢どのような支援が人々の選択肢を増やすか｣ などの
視点が不足していないか。単なる善意ではなく、ケ
イパビリティの観点から議論しよう。
・�具体的な支援策の説明が不足していないか。例えば
｢教育が大事｣ と述べるだけでなく、どのような教育
機会が提供される必要があるのかを掘り下げよう。

確 認 解答例

説 明 解答例（B 評価）

　社会の格差を是正するには、すべての人が適切な
機会や支援を受けられるしくみが必要である。例え
ば、障がいのある人や経済的に厳しい環境にある人
が、自分の能力を発揮できるような教育や福祉の制
度を整えることが大切だ。また、多様な立場の人々
が意見を交わし、互いの状況を理解することで、公
正な社会のあり方を考え続けることが求められる。
〈考えるポイント〉
・�社会の格差を生む要因にはどのようなものがあるか。
・�すべての人が能力を発揮できる社会にするには何
が必要か。
・�互いの立場を理解するためにどんな工夫ができるか。
〈評価のポイント〉
・�社会の格差の原因を理解し、それを是正するため
のしくみを考えられているか。
・�多様な立場の人々による対話の重要性を意識し、
共生のための工夫を考えられているか。

学習
課題

解答例（B 評価）

授業の流れ 要点整理（板書例）

公共的な空間における人間としてのあり方・生き方

他者と共に生きる倫理4
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　　　　　　　　　　今、私たちの生きる社会は、公正だといえるだろうか。

「運も実力のうち」ということわざがあるが、自分を取り

巻く環
かん
境
きょう
はどこまで公正であるべきだろうか。

　人々は公正さを欠いた社会を正しくない状態だと考え、すべての人が平等

な関係で結ばれる社会の実現のために格
かく
闘
とう
してきた。特に17世紀以降、ヨー

ロッパでは、理性に基
もと
づき人を教え導こうという啓

けい
蒙
もう
運動が展開された。こ

の結果、人は生まれながらに平等であるという普
ふ
遍
へん
的な価値観が生まれた。

　　　　　　　　　　20世紀前半には自民族を優
すぐ
れたものとし、自民族を

中心とした社会を形成する動きが世界中で強まった。　

　ドイツではユダヤ人や障がいのある人などを絶
ぜつ
滅
めつ
させようとした過激な全

体主義（ナチズム）が誕生し、みずからとは異なる者を平等の対象とはみなさ
ず、暴力によって彼

かれ
らの声や存在を消去しようとした。

　ナチズムに追われてアメリカに亡命したホルクハイマーやアドルノは、全
体主義の原因が、感情や人間性などを軽視する行き過ぎた理性にあるとし、

啓蒙の欠点を強調した。同じく亡命したアーレントは、命令に従うままナチ
ズムを支えた無責任な官

かん
僚
りょう
であるアイヒマンの裁判を傍

ぼう
聴
ちょう
し、彼は思考が不

足していたと批判した。また誰
だれ
しもがナチズムの支持者になりうると警

けい
鐘
しょう
を

鳴らし、それを自分と無関係なものとして忘れ去ってしまうことは許されな

いとしたのである。そしてこの悲劇を繰
く
り返さないために、古代ギリシアに

みられた、多様な人々が対話できる公共的な空間が必要だと考えた。

公正な社会とは

2

1

p.28、46

平等と公正を
めぐる現代の議論

WORD p.43

（1895〜1973） （1903〜69）

2

p.43 p.94

1

p.28

他者と共に生きる倫理4 私たちは、格差を是
ぜ

正
せい

しよりよい社会をつくるうえで、
どのようなことを意識すればよいのだろうか。

学習
課題

　今日の社会で重視されることの多い学歴や職業、所得といった社会的地位は、
果たして本人の努力のみによって築かれたものなのだろうか。例えば、独学で必
死に勉強したが成果が出ない漫

まん
画
が
家Ａと、幼少期からお金をかけて絵画やシナリ

オの知識や技術を身につけ成功した漫画家Ｂがいたとした場合、ＡはＢに比べて
努力が劣

おと
っていたといえるだろうか。

読み
解き

社会的な成功を収めることにおいて、社会や家庭環
かん

境
きょう

は、どの程度影
えい

響
きょう

すると考えられるだろうか。

「社会的な成功には環境より努力のほうが強く影響する」という意見について

・よい環
かん
境
きょう
でも本人の努力がなければ成

果は得られないため、努力のほうが強
く影
えい
響
きょう
する。

・受験などは得点で合否を決める公正な
競争であるため、努力が成功に直結する。

・家庭環境などは、教育や経験の質に直
結するため、環境要因のほうが強く影
響する。
・試験や習い事など、努力するための環境
や機会は富める者に多く与

あた
えられる。

Ye
s No

1 論理的に思考し判断する能力である理性に
よって、人々を束

そく
縛
ばく
してきた伝統的な慣習や

制度を見直す啓
けい
蒙
もう
思想は、フランス革命など

社会制度の変革にも影
えい
響
きょう
を与

あた
えた（➡p.40）。

2 ホルクハイマーやアドルノに代表されるフ
ランクフルト学派は、特定の利益や目的のた
めに使われる理性を「道具的理性」として強く
批判した。

一つの政党が大衆を動員して政治権力を握
にぎ
り、

自国や自民族のみを美化しつつ、国家の利益を
最優先にする体制をいう。全体主義では、個人
の自由や人権は無視される。

全体主義WORD：

8　裁判を受けるアイヒマン（中央）（1961年）　
アーレントは、ユダヤ人を強制収容所に移送
し管理したアイヒマンの裁判を傍

ぼう
聴
ちょう
し、ナチ

スの凶
きょう
悪
あく
な犯罪は命令に従っただけの凡

ぼん
庸
よう
な

人間によって担
にな
われた（悪の陳

ちん

腐
ぷ

さ）と考えた。

1

成功するために環境はどれくらい重要か？  思考実験導入漫
まん
画
が
家Ａ 漫画家 B
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　その後、啓蒙や理性の意義を改めて問い直す動きも生まれた。ドイツの哲
てつ

学
がく
者ハーバマスは、ヨーロッパの近代にみられた、新聞というメディアを介

かい

したコーヒーハウスでの対話を参考に、他者と理性的に対話を交
か
わし合うこ

と（対話的理性）ができる公共的な空間を再構築しようとした。
　1960 年代になると人種差別を不正義と考える動きが生まれた。特にアメ

リカでは黒人の差別解消を目指した公民権運動が盛り上がり、他者との共生

が達成されるよりよい社会づくりに関する議論が広がった。アメリカの政治

哲学者ロールズは、各人がそれぞれの境
きょう
遇
ぐう
や経済力などの立場に縛

しば
られてい

るために、格差や不平等などの社会の不正義が生じると考えた。そして、自

分の置かれた立場を知ることができないように無知のベールをかぶせられた
人々がどのような社会を望むか、という思考実験を行い、社会のしくみには

公正性と平等性が求められるとする正義の二原理を提唱した。
　他方、インドの経済学者センは、子供と大人、障がいのある人と健常者と
では必要とするケアやサポートが違

ちが
うと考えた。そして、現実の暮らしのな

かで人々が何を必要として何ができるのかという概
がい
念
ねん
（ケイパビリティ）を提

起し、それらを満たし高めることで社会全体が幸福になっていくと唱えた。

　　　　　　　　　　このように、私たちが生きる公共的な空間をよりよく

するための考え方は、時代や地域を問わず多くの先人に

よって議論されてきた。先人たちの物事に対する視点や方法をヒントにしな

がら今日の社会の課題をとらえ、解決方法を考えていこう。

3

3

課題と
向き合うために

p.10

よりよい社会の形成に向けロー
ルズとセンは何が重要と考えた
か、それぞれ本文から探そう。

確 認

発展途
と
上
じょう
国にはどのような支

し
援
えん

が適切か、ケイパビリティの視
点を踏

ふ
まえて説明しよう。

説 明

3 所属する集団に共通する正義などの価値観
を尊重し、個人の善ではなく公共的な価値を
もつ共通善を重視するコミュニタリアニズム
（共同体主義）も注目されている。代表的な思
想家にマイケル ＝サンデル（1953〜）がいる。

思想家

アーレント（1906 ～ 75） ハーバマス（1929 ～） ロールズ（1921 ～ 2002） セン（1933 ～）

主著 『全体主義の起源』など 『公共性の構造転
てん
換
かん
』など 『正義論』など 『不平等の再検討』など

思想の
特
とく

徴
ちょう

ドイツ出身の哲
てつ
学
がく
者。ナチズムの迫

はく
害
がい

を受けた経験から、他人任せで社会に
無関心でいることが全体主義につなが
るとした。全体主義に陥

おちい
らないために、

人々が対等な立場で意見を言い合える
空間が必要であり、そこから外れたり
孤
こ
立
りつ
したりしないことが重要であると説

いた。

ドイツの哲学者でフランクフルト学派に
属する。「道具的理性」を批判する一方
で、近代を「未完のプロジェクト」として
擁
よう
護
ご
し、コミュニケーションに基

もと
づく合意

（対話的理性）を重視した。そのために
は、一定の理性と、支配関係がなく自
由に議論ができる空間が必要であると
した。

アメリカ出身の哲学者。1960年代の
公民権運動の経験から、すべての人の
自由と権利のために必要な正義の原理
（公正としての正義）を示し、社会にお
ける格差の是

ぜ
正
せい
のために、財の公正な

分配を主張した。著書『正義論』は、政
治哲学や経済学など、多方面に大きな
影
えい
響
きょう
を与
あた
えた。

インド出身の経済学者でアジア初の
ノーベル経済学賞を受賞した。インド
での経験を踏

ふ
まえて、貧

ひん
困
こん
解消や弱者

救済について経済学の視点で分
ぶん
析
せき
し

た。財の分配ではなく、「何ができるよ
うになるか」という潜

せん
在
ざい
能力（ケイパビリ

ティ）を広げることで、実質的平等（➡
p.58）が保障されるとした。

8　現代の主な思想家2

8　正義の二原理3

無知のベール
・各人は基本的な自由に対し
　て平等である（平等な自由）。

・全員に均等な機会が与えら
　れた公正な競争のうえで
　（公正な機会均等）、

・最も恵まれない人々の利益
　になる場合のみ、不平等は
　認められる（格差の是正）。

■第一原理

■第二原理

自分の置かれた
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国籍は？国籍は？
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　　　理性の光と影
　啓蒙思想が重んじる理性は平等の理念を生み出し、フラン
ス革命や近代立憲主義の基盤になった。その一方で、理性の
普遍性を信じて疑わず、異なる価値観をもつ他者に対する暴
力や差別といった、想像力を欠く側面も見受けられた。近代
西洋の理性は、人間理解の一つのアプローチにすぎないのだ
が、それを金科玉条のように考えることで、ある人々を「奴
隷」や「未開民族」と名付け、理性において劣るものととら
えてしまい、植民地主義的な収奪を正当化する論理として利
用された。このような行為こそ、理性的でないことに想像力
が及ばなかったのである。

　　　道具的理性
　マックス =ホルクハイマーとテオドール =アドルノは、亡
命先のカリフォルニアにおいて『啓蒙の弁証法』を書き、西
洋的な理性が他者を支配する手段としての道具と化し、文明
化を進めるはずの啓蒙が弁証法的にその反対物に転化するこ
とで、ナチズムという新しい野蛮をもたらしたと述べた。「啓
蒙が神話へと逆行していく原因は、ことさら逆行することを
目的として考え出された、国家主義的、異教的等々の近代的
神話のもとに求められるべきではなく、むしろ真理に直面す
る恐怖に立ちすくんでいる啓蒙そのもののうちに求められな
ければならない」（『啓蒙の弁証法』序文）。それは、理性と
啓蒙への徹底した批判であるが、徹底した批判を行う限りで、
理性と啓蒙を徹底的な崩壊から救うものでもあった。

解説

解説

　　　対話的理性
　ハーバマスは、ホルクハイマーやアドルノによる理性と啓
蒙への批判の後で、もう一度理性と啓蒙を立て直そうとした。
すなわち、「道具的理性」に対しては「対話的理性」を置き、
他者とのコミュニケーションによって構成される市民的な公
共領域（公共圏）を再構築しようとした。また、啓蒙�
としての西洋近代はナチズムという野蛮に堕したというより
も、十分にその理念を実現していない「未完のプロジェクト」
だとして、近代に備わっていた普遍的な諸価値（とりわけ公
正や正義という倫理）を擁護し直した。

　　　ロールズ
　ジョン =ロールズが主張する「公正としての正義」は、社
会的な基本財（自由・権利・機会・所得・富・自尊など）の公
正な配分を行うことで社会的な協力システムを実現するもの
である。それを支えるものとして、正義の二原理が提案され
た。欧米立憲民主主義の伝統に基づいた政治的リベラリズム
の立場からではあるが、不遇な人々の利益や幸福を考慮した、
公正かつ多元的な社会を目指した。

　　　ケイパビリティ
　アマルティア =センは、ロールズが考えている以上に多様
な人々が社会には存在するために、基本財ができるだけ公正
に配分されたとしても、その所有だけでは平等は達成されな
いので、とりわけ基本的なケイパビリティである移動・衣食
住・社会生活への参加といった能力はできるだけ平等にする
べきだと述べた。センは、特に障がいのある人の基本的なケ
イパビリティを実質的に平等にするような「社会的正義」の
議論を展開した。それは後に、「福祉」をケイパビリティの
指標化として考える方向にも向かった。また、このケイパビ
リティは個々人の生に根ざした「人間の安全保障」という概
念にも組み込まれ、人が不利益をこうむるリスクを避けなが
ら、「人間的発展」や「人権」を深化させ普遍化させていくた
めの、重要な構成要素となっている。

解説

解説

解説

（1）導入の活用
▶�身近な例（スポーツ選手、起業家など）を挙げ、
生徒の意見を引き出す。

（2）公正な社会の定義とその必要性を考えさせる
　　　　｢運も実力のうち｣という考え方をどう思うか。
▶�実際の社会問題（体験格差など）と関連づける。

（3）全体主義の危険性と対話の重要性を理解
　　　　自分の意見をもたないことのリスクとは。
▶�アイヒマン裁判の映像や証言を紹介し、具体的
なイメージをもたせ、�SNS などの現代の情報空
間との共通点を考えさせる。

（4）公正な社会制度のあり方について議論
　　　　無知のベールをかぶるとどうなるか。
▶�奨学金制度や福祉政策など身近な制度を例に挙げ、
生徒の考えを述べさせた後、資料3を用いて、無知
のベールをかぶるとどう考えが変化するかを確認する。

　　　　すべての人に同じ支援をすることは本当に
公平なのか。
▶�障がい者支援や福祉政策の例を挙げ、具体的な
イメージをもたせる。

（5）本時の振り返り
▶�環境と努力、公正と平等などの対立概念を振り
返り、学習課題に結びつける。

導入

展開
発問例

発問例

発問例

発問例

まとめ

□公正な社会とは
・�17 世紀以降のヨーロッパでは啓蒙運動が展開。
▶�人は生まれながらに平等であるという普遍的な価値観が生
まれた。

□平等と公正をめぐる現代の議論
・�ドイツでは、過激な全体主義（ナチズム）が誕生。
①ホルクハイマーやアドルノ
・�全体主義（ナチズム）の原因が行き過ぎた理性にあるとし、啓
蒙の欠点を強調。
②アーレント
・�ナチスの凶悪な犯罪は命令に従っただけの凡庸な人間によっ
て担われた（悪の陳腐さ）と考えた。
③ハーバマス
・�他者と理性的に対話を交わし合うこと（対話的理性）ができる
公共的な空間を再構築しようとした。
④ロールズ
・�無知のベールをかぶせられた人々がどのような社会を望むか
という思考実験を行い、正義の二原理を提唱。
⑤セン
・�現実の暮らしのなかで人々が何を必要として何ができるのか
という概念（ケイパビリティ）を提起。
□課題と向き合うために
・�先人の視点や方法をヒントに今日の課題を考える。

　社会的な成功には努力だけでなく、教育や経済的
環境が大きく影響する。公正な競争を実現するには、
機会の平等を保障する必要がある。

読み
解き

解答例
縮刷版の赤マーカー部分を参照。

　発展途上国への支援では、人々が自身の可能性を広
げ、自立した生活を送れるようにすることが重要であ
る。そのために、教育機会の提供や医療体制の整備を
進め、誰もが学び、健康を維持できる環境を整えるこ
とが求められる。また、地域ごとに異なる生活の基盤
を強化することで、持続的な発展を促すことができる。
〈A評価の視点〉
・�ケイパビリティの概念の観点から支援の目的を明確
にしているか。
・�具体的な支援の種類に触れ、それぞれが人々の能力
を高める点を説明しているか。
・�発展途上国の状況に応じた柔軟な支援（一律ではなく、
文化や地域性を考慮した支援）について言及しているか。

〈C評価への助言〉
・�｢どのような支援が人々の選択肢を増やすか｣ などの
視点が不足していないか。単なる善意ではなく、ケ
イパビリティの観点から議論しよう。
・�具体的な支援策の説明が不足していないか。例えば
｢教育が大事｣ と述べるだけでなく、どのような教育
機会が提供される必要があるのかを掘り下げよう。

確 認 解答例

説 明 解答例（B 評価）

　社会の格差を是正するには、すべての人が適切な
機会や支援を受けられるしくみが必要である。例え
ば、障がいのある人や経済的に厳しい環境にある人
が、自分の能力を発揮できるような教育や福祉の制
度を整えることが大切だ。また、多様な立場の人々
が意見を交わし、互いの状況を理解することで、公
正な社会のあり方を考え続けることが求められる。
〈考えるポイント〉
・�社会の格差を生む要因にはどのようなものがあるか。
・�すべての人が能力を発揮できる社会にするには何
が必要か。

・�互いの立場を理解するためにどんな工夫ができるか。
〈評価のポイント〉
・�社会の格差の原因を理解し、それを是正するため
のしくみを考えられているか。

・�多様な立場の人々による対話の重要性を意識し、
共生のための工夫を考えられているか。

学習
課題

解答例（B 評価）

授業の流れ 要点整理（板書例）

公共的な空間における人間としてのあり方・生き方

他者と共に生きる倫理4
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6

● 教科書 1 見開きにつき 10~20 枚のスライドを、PowerPoint データと Google スライドデータで収録しています。
● オリジナルの授業スライドを作る際にも、ご活用いただけます。

⬇教科書 p.32-33 に対応した授業スライドの例（一部分を抜粋）

　　指導書 Web サポートコンテンツ　①授業スライド3

※クリックするとフセンがはがれます
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高校生の公共  指導資料・関連教材

⬇教科書 p.32-33 に対応した授業プリント（教師用解答）の例

　　指導書 Web サポートコンテンツ　 ②授業プリント3
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● 授業スライドに対応したプリントの生徒用と教師用（解答入り）を Word データで収録しています。
● また、振り返りの「自己評価欄」も設けています。
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⬇教科書第１部第２章に対応した評価問題例

　　指導書 Web サポートコンテンツ　③評価問題例（テスト例）3
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





● テスト例とその解答を Word データで収録しています。
●「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」の評価観点も示しています。 
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高校生の公共  指導資料・関連教材

● 生徒用と教師用（評価・解答入り）の 2 種類をご用意しています。
● 主体的・対話的で深い学びに対応したワークシートです。

⬇教科書 p.38-39 に対応したワークシートの例（生徒用）

　　指導書 Web サポートコンテンツ 　④特設ワークシート3
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⬇教科書 p32-33 の例

⬇教科書第 1 部 2 章の例

● 生徒用と教師用（評価・解答入り）の 2 種類をご用意しています。教師用には設問の解答とルーブリックにも使える評価　　
　規準例を入れています。また、Word 版と Google スプレッドシート版の 2 種類のデータがございます。
● 自己評価のための単元ポートフォリオとして活用できます。 

● プリントやテストの作成に便利な教科書のテキストデータです。 

　　指導書 Web サポートコンテンツ　⑤見通し・振り返りシート

　　指導書 Web サポートコンテンツ　⑥教科書本文

3

3
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高校生の公共  指導資料・関連教材

● 教科書全ページの紙面を閲覧できるビューアです。スクリーンなどに投影することで、教科書紙面を大きく提示しながら授
     業ができます。
  

  

● プリントやテストの作成などに利用できる教科書掲載図版のデータです。

● カラーとモノクロの 2 種類をご用意しています。  

⬇教科書 p.32-33 の例

　　指導書 Web サポートコンテンツ　⑦教科書紙面ビューア

　　指導書 Web サポートコンテンツ　⑧教科書掲載図版〈カラー / モノクロ〉

3

3

⬇教科書 p.33 図③（上）〈カラー〉、（下）〈モノクロ〉 ⬇教科書 p.32（左）〈カラー〉、（右）〈モノクロ〉
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内 容   ●高校生の公共ノート

20 21

〈ノート欄〉

第１部２章　公共的な空間における人間としてのあり方・生き方

	 空欄に適語を記入しよう。
公正な社会とは
• 人類は、すべての人々が平等な関係で結ばれる社会の実現のために格闘してきた。
• 17世紀以降のヨーロッパでは、理性に基づき人を教え導こうとする①　　啓蒙運動　　が展開。
　▶人は生まれながらに②　 平等 　であるという普遍的な価値観が生まれた。

平等と公正をめぐる現代の議論
• �20世紀前半に自民族を優れたものとし、自民族を中心とした社会を形成する動きが世界中で強まる。
• �ドイツでは、過激な全体主義（③　　ナチズム　　）が誕生。
　▶みずからとは異なる者を平等の対象とみなさず、暴力によって存在を消去しようとした。
⑴　④　　　 ホルクハイマー 　　　や⑤　　アドルノ　　（ドイツの哲学者。アメリカに亡命）
• �全体主義（ナチズム）の原因が行き過ぎた理性にあるとし、啓蒙の欠点を強調。
　▶�特定の利益や目的のために使われる理性を「⑥　　 道具的理性 　　」として強く批判。
⑵　⑦　　 アーレント 　　（ドイツの哲学者。アメリカに亡命）
• ナチスの凶悪な犯罪は命令に従っただけの凡庸な人間によって担われた（⑧　　 悪の陳腐さ 　　）と� �
考えた。

　▶自分と無関係なものとして忘れ去ってしまうことは許されないとした。
　▶�多様な人々が対話できる⑨　　　公共的な空間　　　が必要だと考えた。
⑶　⑩　　 ハーバマス 　　（ドイツの哲学者）
• �他者と理性的に対話を交わし合うこと（⑪　　 対話的理性 　　）ができる公共的な空間を再構築しよう
とした。

⑷　⑫　　ロールズ　　（アメリカの政治哲学者）
• 各人がそれぞれの境遇や経済力などの立場に縛られているために、社会の不正義が生じると考えた。
　▶�自分の置かれた立場を知ることができないように⑬　　　無知のベール　　　をかぶせられた人々が

どのような社会を望むか、という思考実験を行い、⑭　　　正義の二原理　　　を提唱した。

チェック

　自分の夢や目標に向かって㋐　 努力 　できている人は、［㋐］に集中できるよ
うな㋑　 環境 　を周囲の人がつくってくれていることを忘れてはなりません。
同様に、［㋐］しても結果が出ないと悩む人は、［㋐］を難しくする［㋑］に原因があ
るかもしれないと考えることも大切です。教科書p.32導入の事例は、［㋐］と［㋑］
の関係を事例に、私たちにとって公正な社会とは何かを問いかけています。

　

⑸　⑱　　セン　　（インドの経済学者）
• �現実の暮らしのなかで人々が何を必要として何ができるのかという概念� �
（⑲　　　 ケイパビリティ 　　　）を提起。
　▶それらを満たし高めることで社会全体が幸福になっていくと唱える。

課題と向き合うために
• 先人たちの物事に対する視点や方法をヒントに今日の社会の課題をとらえ、解決方法を考える。

	 次の問いに答えよう。
問１　�次のエピソードはセンが著書『正義のアイデア』で紹介しているものである。
　センによると現代の正義論の主要な立場によって、三人の子ども、アン、ボブ、カーラの誰に笛を与え
るか、答えが変わるという。
　では、ロールズの「正義の二原理」の立場から考えると、三人のうちの誰に笛を与えるべきだろうか。ま
た、功利主義の「最大多数の最大幸福」の立場から考えると、三人のうちの誰に笛を与えるべきだろうか。
それぞれ答えよ。

� 「正義の二原理」の立場　　　　　　　　ボブ　　　
� 「最大多数の最大幸福」の立場　　　　　アン　　　

無知のベール
・各人は基本的な自由に対し
　て平等である（　　　）。

・全員に均等な機会が与えら
　れた公正な競争のうえで
　（　　　）、

・　　　人々の利益になる場
　合のみ、不平等は認められ
　る（格差の是正）。

■第一原理

■第二原理

自分の置かれた
状況がわからない
じょうきょう ⑮

⑯

⑰

ぜ せい

国籍は？国籍は？
こくせきこくせき

財産は？財産は？ 健康？健康？

⑮　　　　平等な自由　　　　
⑯　　　公正な機会均等　　　
⑰　　　最も恵まれない　　　
⬅正義の二原理

チャレンジチャレンジ

　一本の笛をめぐって言い争っている三人の子どもがいる。
　アンは楽器を弾くのが得意で、三人の中で唯一笛を吹くことができる。
その腕前は確かで、彼女の吹く笛の音が一番美しい。ほかの二人もその演奏を聴いて幸せになるだろう。
ほかの二人もそれは認めている。����
　ボブは貧乏で、三人の中で唯一おもちゃを買い与えられていない。
笛を与えられて一番喜ぶのは、きっと彼だろう。
ほかの二人もそれは認めている。
　カーラは手先が器用で、三人の中で唯一笛を作ることができる。
その笛を作ったのも彼女で、実際それには何か月もかかった。
ほかの二人もそれは認めている。

	 	私たちは、格差を是正しよりよい社会をつくるうえで、どのようなことを意識すればよいのだろうか。

	 成功するために環境はどれくらい重要か？
教科書の導入を見て、空欄に適語を記入しよう。

学習課題

導入問題

	 4	 他者と共に生きる倫理	 教科書：p.32 〜 33

.平等と公正についての現代の主要な思想家の考えを理解させる。

.公正な社会の実現のためには何が必要か考えさせる。

④⑤は順不同

「最大多数の最大幸福」を実現できる（功利主義）。→

最も恵まれない人々の利益になる場合のみ、不平等が許されると
する「正義の二原理」に適合する（ロールズ）。

→

笛の所有権はカーラにある（アメリカの哲学者
ノージックなどのリバタリアニズムの立場）。

→

センは人間の福祉に｢効用｣や｢財｣に加え
｢機能｣と｢ケイパビリティ｣という概念を
導入する。機能とは健康である、社会に
参加できるなど財の利用によって達成で
きる状態や活動であり、ケイパビリティ
とはさまざまな機能を選択できる自由の
ことである。

⬇教科書 p.32-33 に対応したページの例（教師用赤刷り版）

20 21

〈ノート欄〉

第１部２章　公共的な空間における人間としてのあり方・生き方

	 空欄に適語を記入しよう。
公正な社会とは
• 人類は、すべての人々が平等な関係で結ばれる社会の実現のために格闘してきた。
• 17世紀以降のヨーロッパでは、理性に基づき人を教え導こうとする①　　啓蒙運動　　が展開。
　▶人は生まれながらに②　 平等 　であるという普遍的な価値観が生まれた。

平等と公正をめぐる現代の議論
• �20世紀前半に自民族を優れたものとし、自民族を中心とした社会を形成する動きが世界中で強まる。
• �ドイツでは、過激な全体主義（③　　ナチズム　　）が誕生。
　▶みずからとは異なる者を平等の対象とみなさず、暴力によって存在を消去しようとした。
⑴　④　　　 ホルクハイマー 　　　や⑤　　アドルノ　　（ドイツの哲学者。アメリカに亡命）
• �全体主義（ナチズム）の原因が行き過ぎた理性にあるとし、啓蒙の欠点を強調。
　▶�特定の利益や目的のために使われる理性を「⑥　　 道具的理性 　　」として強く批判。
⑵　⑦　　 アーレント 　　（ドイツの哲学者。アメリカに亡命）
• ナチスの凶悪な犯罪は命令に従っただけの凡庸な人間によって担われた（⑧　　 悪の陳腐さ 　　）と� �
考えた。
　▶自分と無関係なものとして忘れ去ってしまうことは許されないとした。
　▶�多様な人々が対話できる⑨　　　公共的な空間　　　が必要だと考えた。
⑶　⑩　　 ハーバマス 　　（ドイツの哲学者）
• �他者と理性的に対話を交わし合うこと（⑪　　 対話的理性 　　）ができる公共的な空間を再構築しよう
とした。
⑷　⑫　　ロールズ　　（アメリカの政治哲学者）
• 各人がそれぞれの境遇や経済力などの立場に縛られているために、社会の不正義が生じると考えた。
　▶�自分の置かれた立場を知ることができないように⑬　　　無知のベール　　　をかぶせられた人々が

どのような社会を望むか、という思考実験を行い、⑭　　　正義の二原理　　　を提唱した。

チェック

　自分の夢や目標に向かって㋐　 努力 　できている人は、［㋐］に集中できるよ
うな㋑　 環境 　を周囲の人がつくってくれていることを忘れてはなりません。
同様に、［㋐］しても結果が出ないと悩む人は、［㋐］を難しくする［㋑］に原因があ
るかもしれないと考えることも大切です。教科書p.32導入の事例は、［㋐］と［㋑］
の関係を事例に、私たちにとって公正な社会とは何かを問いかけています。

　

⑸　⑱　　セン　　（インドの経済学者）
• �現実の暮らしのなかで人々が何を必要として何ができるのかという概念� �
（⑲　　　 ケイパビリティ 　　　）を提起。
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• 各人がそれぞれの境遇や経済力などの立場に縛られているために、社会の不正義が生じると考えた。
　▶�自分の置かれた立場を知ることができないように⑬　　　無知のベール　　　をかぶせられた人々が

どのような社会を望むか、という思考実験を行い、⑭　　　正義の二原理　　　を提唱した。

チェック

　自分の夢や目標に向かって㋐　 努力 　できている人は、［㋐］に集中できるよ
うな㋑　 環境 　を周囲の人がつくってくれていることを忘れてはなりません。
同様に、［㋐］しても結果が出ないと悩む人は、［㋐］を難しくする［㋑］に原因があ
るかもしれないと考えることも大切です。教科書p.32導入の事例は、［㋐］と［㋑］
の関係を事例に、私たちにとって公正な社会とは何かを問いかけています。

　

⑸　⑱　　セン　　（インドの経済学者）
• �現実の暮らしのなかで人々が何を必要として何ができるのかという概念� �
（⑲　　　 ケイパビリティ 　　　）を提起。
　▶それらを満たし高めることで社会全体が幸福になっていくと唱える。

課題と向き合うために
• 先人たちの物事に対する視点や方法をヒントに今日の社会の課題をとらえ、解決方法を考える。

	 次の問いに答えよう。
問１　�次のエピソードはセンが著書『正義のアイデア』で紹介しているものである。
　センによると現代の正義論の主要な立場によって、三人の子ども、アン、ボブ、カーラの誰に笛を与え
るか、答えが変わるという。
　では、ロールズの「正義の二原理」の立場から考えると、三人のうちの誰に笛を与えるべきだろうか。ま
た、功利主義の「最大多数の最大幸福」の立場から考えると、三人のうちの誰に笛を与えるべきだろうか。
それぞれ答えよ。

� 「正義の二原理」の立場　　　　　　　　ボブ　　　
� 「最大多数の最大幸福」の立場　　　　　アン　　　

無知のベール
・各人は基本的な自由に対し
　て平等である（　　　）。

・全員に均等な機会が与えら
　れた公正な競争のうえで
　（　　　）、

・　　　人々の利益になる場
　合のみ、不平等は認められ
　る（格差の是正）。

■第一原理

■第二原理

自分の置かれた
状況がわからない
じょうきょう ⑮

⑯

⑰

ぜ せい

国籍は？国籍は？
こくせきこくせき

財産は？財産は？ 健康？健康？

⑮　　　　平等な自由　　　　
⑯　　　公正な機会均等　　　
⑰　　　最も恵まれない　　　
⬅正義の二原理

チャレンジチャレンジ

　一本の笛をめぐって言い争っている三人の子どもがいる。
　アンは楽器を弾くのが得意で、三人の中で唯一笛を吹くことができる。
その腕前は確かで、彼女の吹く笛の音が一番美しい。ほかの二人もその演奏を聴いて幸せになるだろう。
ほかの二人もそれは認めている。����
　ボブは貧乏で、三人の中で唯一おもちゃを買い与えられていない。
笛を与えられて一番喜ぶのは、きっと彼だろう。
ほかの二人もそれは認めている。
　カーラは手先が器用で、三人の中で唯一笛を作ることができる。
その笛を作ったのも彼女で、実際それには何か月もかかった。
ほかの二人もそれは認めている。

	 	私たちは、格差を是正しよりよい社会をつくるうえで、どのようなことを意識すればよいのだろうか。

	 成功するために環境はどれくらい重要か？
教科書の導入を見て、空欄に適語を記入しよう。

学習課題

導入問題

	 4	 他者と共に生きる倫理	 教科書：p.32 〜 33

.平等と公正についての現代の主要な思想家の考えを理解させる。

.公正な社会の実現のためには何が必要か考えさせる。

④⑤は順不同

「最大多数の最大幸福」を実現できる（功利主義）。→

最も恵まれない人々の利益になる場合のみ、不平等が許されると
する「正義の二原理」に適合する（ロールズ）。

→

笛の所有権はカーラにある（アメリカの哲学者
ノージックなどのリバタリアニズムの立場）。

→

センは人間の福祉に｢効用｣や｢財｣に加え
｢機能｣と｢ケイパビリティ｣という概念を
導入する。機能とは健康である、社会に
参加できるなど財の利用によって達成で
きる状態や活動であり、ケイパビリティ
とはさまざまな機能を選択できる自由の
ことである。
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14

※デジタル準拠ノートの機能は、一部変更になる場合がございます

   ●デジタル準拠ノート 高校生の公共 

デジタルならではの機能
● �解答画面で、手書きまたはキーボード入力を選択できます。
● 解答は自動で正誤判定されるので、先生のご負担軽減にもつながります。
● 繰り返し何度も演習することができるため、基礎知識の確実な定着が図れます。

オリジナルの「見方・考え方問題」

生徒用機能

●�書籍版の準拠ノートには未収録の、資料の読み解きに焦点を当てた「見方・考え方問題」にも取り組むことが　　
　できます。
●�タブレット端末ならではの書き込み機能を用いた、画面をタップしたり多数の資料を参照したりして解答する
　問題も収録しています。資料への書き込み問題も自動で正誤判定されます。

15

指
導
資
料

準
拠
ノ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
材

高校生の公共  指導資料・関連教材

※デジタル準拠ノートの機能は、一部変更になる場合がございます

●  デジタル準拠ノートは、学習者用端末で自学自習できるドリル教材です。
●  生徒向けには自動採点や復習機能、先生向けには課題管理や評価アシストといった、
     デジタル版ならではの機能をご利用いただけます。
�●  課題設定をする際には、Google Classroom 上でも生徒に通知することができます。　

評価に役立つ「観点別レーダーチャート」
● �先生用管理ページには、「観点別レーダーチャート」など、生徒の学習状況を ” 見える化 ” できる機能を充実

させています。また、学習ログは CSV で出力でき、評価・評定に活用することができます。

オリジナルの問題を作成できる「作問ツール」

先生用機能

●�既存の問題だけでなく、先生が独自に問題を作れる「作問ツール」を収録しています。出題形式や評価軸も
任意に設定できるほか、「指導書 Web サポート」（別売、→本冊子 p.11）収録の図版データを取り込んで作問
に活用することもできます。
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帝国書院ウェブサイト
会員登録方法のご案内

指導書 Web サポートのほかにも、ChiReKo（定期
刊行冊子）のバックナンバーや、写真・
動画、統計など、あらゆる情報を掲載！

　　　　帝国書院ウェブサイト ログインページ▶︎

〒 101-0051 東京都千代田区神田神保町 3-29
TEL   03-3262-4795（代）　　URL   https://www.teikokushoin.co.jp/

届いたメールに記載のURLにアクセスして
パスワードや所属先などの必要事項を入力

⬇️

⬇️

⬇️

「会員登録」をクリックして、登録画面へ。

必要事項の入力は、3 分ほどで済む簡単な
ものです。

会員登録が完了し、ログイン後は「会員ペ
ージ」から、Web サポートなどの各種サー
ビスを閲覧することができます。

※サイト内の画面は、変更になる場合がございます

※メールは迷惑メールに入っている場合がございます

帝国書院ウェブサイトのトップページ右上の
「ログイン」ボタンをクリックします。
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